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１ 計画作成の趣旨 

八代市では、交通安全対策の総合的かつ計画的な推進を図るため、交通安全対策基

本法に基づき、昭和46年度以降、5年ごとに10次にわたり「八代市交通安全計画」を作

成し、諸施策を実施してきました。 

その結果、道路交通事故による死者数は、昭和48年の22人をピークとして、増減を

繰返しながらも着実に減少し、令和2年は5人となりました。また、交通事故そのもの

については着実に減少していますが、依然として高い水準で推移し、今なお交通事故

により毎年多くの方が被害に遭われていることを考えると、公共交通機関を始め、交

通安全の確保は、安全で安心なくらしの実現を図っていくための重要な取り組みで

す。 

人命尊重の理念の下、交通事故のない安全で安心な八代市を実現していくために

は、交通社会を取り巻く情勢はもとより、本市における交通事故の特徴に対応した適

切で効果的な諸施策を引き続き講じていく必要があります。 

本計画は、このような観点に立ち、八代市における交通安全に関する施策の大綱と

するとともに、これを市民協力のもと、市・県・警察及び関係機関・団体等が緊密な

連携を図りながら推進するため作成するものです。 

 

 

２ 計画の性格及び期間 

（１）性 格 

   この計画は、八代市交通安全対策会議が交通安全対策基本法第 26 条第 1 項を根

拠に作成するものです。 

   ・国、県の「第 11 次交通安全基本計画」に基づいています。 

   ・八代市の区域内における陸上交通（道路交通、踏切道における交通）の安全計

画に関する施策の大綱となるものです。 

   ・各施策を推進する関係機関を表記しています。 

（２）期 間 

   この計画の期間は、令和 3年度から令和 7年度までの 5 年間です。 
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第 10 次八代市交通安全計画（平成 28 年度～令和 2 年度）では、道路交通及び踏切道

における交通分野において、それぞれ目標を掲げ交通安全対策を講じてきました。 

  
 
 

１ 道路交通の安全 

 「交通事故死者数 6人以下、交通事故死傷者数 550 人以下とする」という目標に対

し、死者数については平成 29 年を除き達成、死傷者数については計画期間中の全て

において目標を達成しました。 

 

交通事故死傷者数推移          

  全国 熊本県 八代市 

年 
発生 死者 負傷 発生 死者 負傷 発生 死者 負傷 

件数 数 者数 件数 数 者数 件数 数 者数 

28 499,201 3,904 618,853 6,151 67 7,929 286 3 362 

29 472,165 3,694 580,850 5,786 73 7,369 270 9 335 

30 430,601 3,532 525,846 4,784 60 6,081 239 5 313 

元 381,237 3,215 461,775 4,104 69 5,092 215 4 268 

２ 309,178 2,839 369,476 3,152 46 3,987 176 5 221 

 

 

 

 

 

２ 踏切道における交通の安全 

「踏切事故件数をゼロにする」という目標に対し、計画期間中、平成 29 年を除く

各年において目標を達成しました。 

 

年 H28 H29 H30 R 元 R2 

発生件数 
0 1 0 0 0 

（1） （4） （2） （1） （1） 

 

 

 

第 10 次八代市交通安全計画の成果 

資料）熊本県警察交通事故統計 

（ ）内数字は県内発生数 

資料）熊本県警察交通事故統計 

注 ）死者数とは交通事故発生後24時間以内に死亡した者の人数 

注 ）R2年は高速道路での死傷事故1件含む 
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２ 八代市交通安全計画における目標 

令和７年度までに 

◆ ２４時間交通事故死者数    ４ 人以下／年 

◆ 交 通 事 故 重 傷 者 数  ３５ 人以下／年 

  を目指します 

３ 道路交通の安全についての対策 

１ 道路交通事故等の現状 
 

交通事故発生件数と交通事故死傷者数は、全体的に減少

傾向にあるものの、依然として高い状態で推移しており、

交通事故そのものの減少に向けて積極的に取り組む必要が

あります。 

＜６つの柱＞ 

① 道路交通環境の整備   ② 交通安全思想の普及徹底 

③ 安全運転の確保     ④ 車両の安全性の確保 

⑤ 救助・救急活動の充実  ⑥ 被害者支援の充実と推進 

＜視点＞ 

１ 対策の最重点 

歩行者の安全確保 

２ 対策の重点 

ア 高齢者及び子供の交通安全の確保 

イ 自転車の安全利用の推進 

ウ シートベルトの全席着用とチャイルドシートの正しい使用の徹底 

エ 飲酒運転等の危険運転の根絶 

オ 交通実態等を踏まえたきめ細かな対策の推進 

カ 地域が一体となった交通安全対策の推進 

キ 先端技術の活用推進 
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1 道路交通事故の推移 

 

本市の交通事故による 24 時間死者数は、「第 10 次八代市交通安全計画」の期間中、

平成 29 年を除き目標値を達成しました。 

なお、交通事故死傷者数については、目標値を達成し減少傾向が続き、令和 2 年は 226

人（高速道路事故 1 件含む）となりました。 

 

 

 

 

 

  

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ元 Ｒ2 平均値

死傷者数 365人 344人 318人 272人 226人 305.0人

発生件数 286件 270件 239件 215件 176件 237.2件

重傷者数 48人 53人 48人 36人 37人 44.4人

死者数 3人 9人 5人 4人 5人 5.2人

0

100

200

300

400

交通事故死傷者数推移

第１章 道路交通の安全についての目標 

第１節 道路交通事故の現状 

資料）熊本県警察交通事故統計 
注 ） 死傷者数とは死者数と傷者数の合計 
注 ） 死者数とは交通事故発生後24時間以内に死亡した者の人数 

注 )  R2年は高速道路での死傷事故1件含む 
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２ 道路交通事故等の特徴と課題 

 

（１）基本的な交通ルールである歩行者優先の意識改革が必要 

交通事故のない社会を目指すためには、人命尊重の基本理念に基づき、市民に人 

優先という基本的な交通ルールを定着させていくことが必要不可欠です。 

熊本県では、信号機のない横断歩道において未だ７割以上の車が一時停止しない

など、歩行者優先の徹底には程遠い状況です。交通事故死者数を更に減少させるた

めには、改めて「歩行者優先」について市民の意識改革を図り、歩行者の安全を確

保することが最重要課題といえます。 

 

（２）全死者の半数以上が高齢者 

交通事故死傷者数は、減少傾向にあるものの、高齢者死傷者数は第 10 次交通安

全計画期間中平均 23.7％を占めており、全体数の減少ほどでなく、ほぼ横ばいで

推移しています。 

また、高齢者死者数の割合は、平均 53.8％と高い状態であり、高齢者の交通安 

全の確保は、交通安全対策の重要課題といえます。 

 

 

 

 

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ元 Ｒ2 平均値

交通事故死傷者数 365人 344人 318人 272人 226人 305.0人

高齢者死傷者数 76人 99人 81人 56人 50人 72.4人

上記の割合 20.8% 28.7% 25.4% 20.5% 22.1% 23.7%

0

100

200

300

400

高齢者死傷者数推移

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ元 Ｒ2 平均値

交通事故死者数 3人 9人 5人 4人 5人 5.2人

高齢者死者数 2人 4人 3人 3人 2人 2.8人

上記の割合 66.6% 44.4% 60.0% 75.0% 40.0% 53.8%

0

2

4

6

8

10

高齢者死者数推移

資料）熊本県警察交通事故統計・熊本県警察本部交通企画課提供 
注 ）死傷者数とは死亡者と傷者数の合計人数 
注  ）R2年は高速道路での死者1名含む 
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（３）自転車乗用中の死傷者は横ばい 

本市の第 10 次交通安全計画期間中における状態別死傷者数をみると、自転車乗

用中における人数はほぼ横ばいで推移しています。 

自転車は、自動車と衝突した場合には大きな損傷を受ける可能性があり、歩行者

と衝突した場合には加害者となることがあるため、無事故に向けての対策を推進し

ます。 

 

 

 

 

 

（４）交通事故死傷者数の約７割が自動車乗車中 

本市の交通事故死傷者数を状態別にみると、自動車乗車中が最も多く、第 10 次

交通安全計画期間中の 5年間平均で全体の約 7割で推移しています。 

自動車運転者の交通安全意識の向上を図り、自動車事故を減少させるとともに、 

交通事故発生時の被害軽減のため、シートベルトの全席着用とチャイルドシートの

正しい使用を引き続き徹底して推進します。 

 

 

 

H28 H29 H30 Ｒ元 Ｒ2 平均

交通事故死傷者数 365人 344人 318人 272人 226人 305.0人

自転車死傷者数 50人 55人 41人 51人 41人 47.6人

上記の割合 13.6% 15.9% 12.8% 18.7% 18.1% 15.6%

0人

100人

200人

300人

400人

自転車死傷者数推移

H28 H29 H30 Ｒ元 Ｒ2 平均

交通事故死傷者数 365人 344人 318人 272人 226人 305.0人

自動車死傷者数 261人 222人 218人 174人 149人 204.8人

上記の割合 71.5% 64.5% 68.5% 63.9% 65.9% 67.1%

0人

100人

200人

300人

400人

自動車死傷者数推移

資料）熊本県警察交通事故統計・熊本県警察本部交通企画課提供 
注 ）死傷者数とは死亡者と傷者数の合計人数 
注 ）自転車死傷者とは、八代市内における自転車が関与する交通事故の死傷者 

注 ）R2年は高速道路での死傷事故1件含む 
 

資料）熊本県警察交通事故統計・熊本県警察本部交通企画課提供 
注 ）死傷者数とは死亡者と傷者数の合計人数 
注 ）自動車死傷者とは、八代市内における四輪相互・四輪単独の交通事故の死傷者 

注 ）R2年は高速道路での死傷事故1件含む 
 



第１章 道路交通の安全についての目標 

                    第１節 道路交通事故の現状        

8 

 

（５）飲酒運転者数は横ばい状態 

飲酒運転については、平成 18 年 8 月に発生した、福岡県の「海の中道大橋」に

おける交通死亡事故を契機として社会問題化し、道路交通法の改正により平成 19

年には飲酒運転の厳罰化、平成 21年には行政処分の強化が図られました。 

これらにより、県内の飲酒運転及び飲酒運転を伴う交通事故は、発生件数につい

ては減少傾向にありますが、全事故に占める割合については増加傾向にあります。 

本市においても、交通事故件数については減少しているものの、第 10 次交通安

全計画期間中の飲酒運転による検挙者数及び、飲酒運転による交通事故件数ともに、

横ばいとなっております。 

また、全国的にも、飲酒運転による死傷事件が発生するなど、大きな社会問題と

なる事件事故が未だ後を絶たないことから、飲酒運転の根絶に向けた取り組みを引

き続き講じていく必要があります。 

 

 

 

H28 H29 H30 Ｒ元 Ｒ2 平均

交通事故発生件数 286件 270件 239件 215件 176件 237.2件

飲酒運転による事故件数 2件 2件 3件 0件 2件 1.8件

飲酒運転検挙者数 45人 28人 23人 38人 38人 34.4人

0件

50件

100件

150件

200件

250件

300件

飲酒運転検挙者数・事故件数

資料）熊本県警察交通事故統計・熊本県警察本部交通企画課提供 
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◇ ２４時間交通事故死者数     ４ 人以下／年 

◇ 交 通 事 故 重 傷 者 数   ３５ 人以下／年 

にすることを目指します。 

 

国は、「令和 7 年までに 24 時間死者数を 2,000 人以下とし、世界一安全な道路交通

を実現する。また、重傷者数を 22,000 人以下にする。」という目標を掲げました。 

また、本計画における最優先の目標は死者数の減少ですが、重傷者が発生する事故防

止への取り組みが、死者数の減少にもつながることから、本計画においては、事故その

ものの減少や重傷者数の減少にも一層積極的に取り組むことを目指します。 

このような国の目標に対応するため、県計画においては、令和７年までに、年間の 24

時間交通事故死者数を40人以下、重傷者数を370人以下にすることを目指しています。 

本市の目標もこのような国・県の動向を踏まえながら設定したものです。 

第２節 八代市交通安全計画における目標 
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交通事故死者数及び負傷者数の一層の減少を図るとともに、安全で安心して暮らせる

交通社会の実現に向け、本市の課題を明らかにし、これらの課題に即した各種の交通安

全対策を推進します。 

 

１ 対策の視点 

（１）対策の最重点 

歩行者の安全確保 

人優先の交通安全思想のもと、歩行者優先に向けた意識改革や交通環境の整備等

により、歩行者の安全を確保することが本計画の最重要課題といえます。 

熊本県では信号機のない横断歩道において７割以上の車が一時停止しないなど、

歩行者優先の徹底には程遠い状況です。交通事故死者数を減少させるためには改め

て「歩行者優先」について市民の意識改革を図り、歩行者の安全を確保することが

必要不可欠です。 

横断歩行者が被害に遭う交通事故を減少させるため、運転者には横断歩道に関す

る交通ルールの再認識と歩行者優先の徹底を周知するなど運転者としての意識向

上を図ります。 

一方、歩行者に対しては、横断歩道を渡ること、信号機のあるところでは信号機

に従うことといった交通ルールの周知を図るとともに、安全を確認してから横断を

始め、横断中も周りに気をつけること等、歩行者が自らの安全を守るための行動を

促すための交通安全教育等を推進します。 

また、未就学児を中心に子供が日常的に移動する経路、通学路、生活道路及び市

街地の幹線道路において横断歩道の設置や適切な管理、歩道の整備を始め、安全・

安心な歩行空間の確保を図る対策を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 道路交通の安全についての対策 

第１節 対策の視点と６つの柱 

《主な取組》 

〇子供や高齢者等が安心して通行できる道路空間の確保 

〇歩行者の安全な通行の確保 

〇「八代市通学路交通安全プログラム」【38】等に基づく定期的な合同点検 

〇ユニバーサルデザイン【39】に配慮した歩道等の整備 

〇幼児から成人に至るまで段階的かつ体系的な交通安全教育の推進 
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（２）対策の重点 

ア 高齢者及び子供の交通安全の確保 

生活道路等における人優先の安全・安心な歩行空間を整備するとともに、高齢

運転者の交通事故対策の充実に努めます。また、高齢者の交通事故が居住地の近

くで発生することが多いことから、地域における生活に密着した交通安全活動を

推進します。 

さらに、すべてのドライバーや自転車利用者が、高齢者など交通弱者に配意し

た通行を心掛けるよう、高齢者を含めた全世代に対する交通安全教育・意識啓発

活動を推進します。 

なお、第 10 次交通安全計画期間中に、本市においては子供の交通事故死者の発

生はありませんでしたが、次代を担う子供の安全を確保する観点から、未就学児

を中心に子供が日常的に移動する経路や、通学路等の子供が移動する経路におい

て、交通安全対策の充実に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 自転車の安全利用の推進 

熊本県は平成 27 年 4 月に「熊本県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条

例」を施行し、令和 3 年には条例の一部改正（10月施行）を行い、自転車利用者等

は、自転車損害賠償責任保険等の加入が義務付けられることになります。 

また、平成 27 年 6 月の改正道路交通法の施行により「自転車運転者講習制度」

が導入されております。  

近年、環境への配慮や健康づくりの一環として自転車の活用が注目されるととも

に、新型コロナウイルス感染症に伴う新しい生活スタイルのひとつとして、自転車

を活用した通勤等の増加も見込まれる一方、スマートフォン等の普及に伴い、自転

車乗用中の操作による危険性も指摘され、自転車利用に対する世間の関心が非常に

高い現状となっています。 

自転車利用者のマナーの向上と、正しい交通ルールを身につけさせるために、地

域や学校などにおいて交通安全教育・意識啓発活動を推進するとともに、悪質な違

反者に対する指導を推進します。また、自転車や歩行者が安全・安心に利用できる

よう、自転車の走行空間の整備を進めると同時に、交通弱者保護の観点から、自動

車等の運転者における歩行者と自転車に対する保護意識の高揚を図ります。 

そのほか、自転車の安全利用のために、ＴＳマーク【22】などの制度を活用した自

《主な取組》 

○子供や高齢者等が安心して通行できる道路空間の確保 

○参加・体験・実践型の交通安全教育の推進と反射材用品の普及 

○高齢者世帯訪問活動の推進 

○高齢者講習の充実 

○秋から年末年始にかけての高齢者事故防止の集中的広報 

○運転免許証の自主返納の促進と支援 
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転車の点検整備の推進や、自転車損害賠償責任保険等加入の周知徹底を図り、自転

車事故による被害者救済のための保険制度の普及活動を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ シートベルトの全席着用とチャイルドシートの正しい使用の徹底 

後部座席を含むすべての座席におけるシートベルトの着用とチャイルドシート

の正しい使用の徹底を図るために、交通安全教室をはじめ、あらゆる機会・媒体を

通じて、着用効果や正しい着用についての認識を広める交通安全教育・意識の啓発

を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

エ 飲酒運転等の危険運転の根絶 

飲酒運転や、令和 2 年 6 月 30 日に施行された道路交通法の一部を改正する法律

により罰則が創設された、妨害運転（いわゆる「あおり運転」）等の危険運転の根絶

を図るために、警察とともに市民総ぐるみの啓発活動と運転者及び車両の使用者等

に対する意識改善を強化推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 交通実態等を踏まえたきめ細かな対策の推進 

《主な取組》 

○自転車利用者の安全通行の確保 

○幼児から高齢者に至るまでの段階的な交通安全教育の推進 

○自転車運転者講習制度の周知 

○自転車安全利用キャンペーンの実施 

○参加・体験・実践型の交通安全教育の推進 

○悪質・危険な自転車利用者に対する指導の推進 

○「熊本県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」の周知・徹底 

○損害賠償責任保険等加入義務化の周知徹底及び加入促進 

《主な取組》 

○シートベルトの着用効果、正しい着用方法及び全席着用に関する啓発活動の推進 

○幼稚園・保育所、病院等と連携した保護者に対するチャイルドシートの正しい使用

についての啓発活動の推進 

○シートベルト、チャイルドシート着用推進キャンペーンの実施 

《主な取組》 

○飲酒運転等の危険運転根絶キャンペーン等の実施 

○アルコール依存症に関する広報啓発、相談、指導及び支援 

○酒類製造・販売・提供業界と連携したハンドルキーパー運動【29】の推進 

○自動車運送事業者及び事業所等におけるアルコール検知器の確実な使用呼びか

け推進 

○危険運転の抑止や、事故の際等の自己防衛にも有効なドライブレコーダー【25】設置

等の啓発及び情報提供 
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オ 交通実態等を踏まえたきめ細かな対策の推進 

これまで、総合的な交通安全対策の実施により交通事故を大幅に減少させること

ができたところですが、わき見運転や運転操作の誤り等の安全運転義務違反に起因

する死亡事故は、依然として多く、近年、相対的にその割合は高くなっています。 

このため、重大事故に対しては警察・道路管理者・交通安全啓発担当課で、現場

検証等の協議を行い、よりきめ細かな対策を効果的かつ効率的に実施していくこと

により、その減少を図っていきます。 

また、第 11 次計画期間中にも様々な交通情勢の変化があり得る中で、その時々

の状況を的確に踏まえた取り組みを行います。 

 

カ 地域が一体となった交通安全対策の推進 

高齢化の一層の進展等に伴う地域社会のニーズと交通情勢の変化を踏まえつつ、

安全安心な交通社会の実現に向けた取り組みを具体化することが急がれる中で、行

政、学校、家庭、職場、団体、企業等の協働により、地域に根差した交通安全の課

題の解決に取り組んでいくことが一層重要となります。 

このため、地域での交通安全対策への関心を高め、交通事故の発生場所や発生形

態など事故特性に応じた対策を実施していくため、インターネット等を通じた交通

事故情報の提供に一層努め、これまで以上に市民に交通安全対策に関心を持っても

らい、本市における安全安心な交通社会の形成に、自らの問題として積極的に参加

してもらうなど、市民主体の意識を醸成していきます。 

 

キ 先端技術の活用推進 

衝突被害軽減ブレーキを始めとした先端技術の活用により、交通事故が減少し

ています。今後も、サポカー・サポカーＳの普及はもとより、運転者の危険認知

の遅れや運転操作の誤りによる事故を未然に防止するための安全運転を支援する

システムの更なる発展や普及、車車間通信、レベル３以上の自動運転の実用化や

自動運転車へのインフラからの支援など、先端技術の活用により、交通事故の更

なる減少が期待されます。     

技術の発展については、車両分野に留まらず、例えば、交通事故が発生した場

合にいち早く救助・救急を行えるシステムなど、技術発展を踏まえたシステムの

理解を深め、積極的に活用していきます。 

また、今後も科学技術の進展があり得る中で、新たな技術を有効に活用しなが

ら取り組みを推進していきます。 
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２ ６つの柱 

交通社会を構成する人間、車両等の交通機関及びそれらが活動する場としての交

通環境という三要素について、これら相互の関連を考慮し、 

 

① 道路交通環境の整備 

 

② 交通安全思想の普及徹底 

 

③ 安全運転の確保 

 

④ 車両の安全性の確保 

 

⑤ 救助・救急活動の充実 

 

⑥ 被害者支援の充実と推進 

 

 この６つの柱により、交通安全対策を実施します。 
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１ 道路交通環境の整備 

 

２ 交通安全思想の普及徹底 

 

３ 安全運転の確保 

 

４ 車両の安全性の確保 

 

５ 救助・救急活動の充実 

 

６ 被害者支援の充実と推進 

 

 

第２節 道路交通安全についての施策 
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道路交通環境の整備

(1)生活道路等における人優先の

安全・安心な歩行空間の整備

(2)幹線道路における交通安全対策の推進

(3)交通安全施設等の整備事業の推進

(4)高齢者等の移動手段の確保

(5)歩行者空間のユニバーサルデザイン化

(6)自転車利用環境の総合的整備

(7)交通需要マネジメントの推進

(8)災害に備えた道路交通環境の整備

(9)交通安全に寄与する道路交通環境の整備

１ 道路交通環境の整備 
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これまで一定の成果を上げてきた交通安全対策は、主として「車中心」の対策であ

り、歩行者の視点からの道路整備や交通安全対策は依然として十分とは言えません。   

また、生活道路への通過交通の流入等の問題も依然として深刻です。 

このため、地域の協力を得ながら、通学路、生活道路、市街地の幹線道路等におい

て歩道を積極的に整備するなど、「人」の視点に立った交通安全対策を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）生活道路等における人優先の安全・安心な歩行空間の整備 

 

科学的データや、地域の顕在化したニーズ等に基づき抽出した交通事故の多

いエリアにおいて、国、自治体、地域住民等が連携し、徹底した通過交通の排

除や車両速度の抑制等のゾーン対策に取り組み、子供や高齢者等が安心して通

行できる道路空間の確保を図ります。 

公安委員会においては、交通規制、交通管制及び交通指導取締りの融合に配

意した施策を推進します。生活道路については、歩行者・自転車利用者の安全

な通行を確保するため、最高速度30キロメートル毎時の区域規制等を実施する

「ゾーン30【21】」の整備を推進するとともに、通行禁止等の交通規制を実施

するほか、高輝度標識等の見やすく分かりやすい道路標識・標示の整備や信号

灯器のLED化、路側帯の設置・拡幅、ゾーン規制の活用等の安全対策や、信号

機の改良等の交通円滑化対策を実施します。 

また、高齢者や障がい者を含めた全ての人の安全な通行を確保するため、バ

リアフリー対応型信号機【28】の整備、歩行者と自動車の通行を時間的に分離

する歩車分離式信号機等の計画的な整備を推進します。 

 道路管理者は、歩道の整備等により、安心して移動できる歩行空間ネットワ

ークを整備するとともに、公安委員会により実施される交通規制及び交通管制

との連携を強化し、ハンプ【30】やクランク【6】等車両速度を抑制する道路構

造等により、歩行者や自転車の通行を優先するゾーンを形成するゾーン対策、

外周幹線道路の交通を円滑化するための交差点改良やエリア進入部におけるハ

ンプ【30】や狭さく【4】の設置等によるエリア内への通過車両の抑制対策を実

施します。 

 また、交通事故の多いエリアでは、国、自治体、地域住民等が連携して効果

的・効率的に対策を実施します。 

さらに、道路標識の高輝度化・必要に応じた大型化・可変化・自発光化、標

示板の共架、設置場所の統合・改善、道路標示の高輝度化等（以下「道路標示 

 

ア 生活道路における交通安全対策の推進 
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通学路や未就学児を中心に子供が日常的に集団で移動する経路における交通

安全を確保するため、八代市通学路交通安全プログラム【38】に基づく定期的な

合同点検・緊急安全点検等の実施や安全対策の改善・充実等の取り組みを継続す

るとともに、道路交通実態に応じ、学校、教育委員会、警察、育所等の対象施設、

その所管機関、道路管理者等の関係機関が連携し、ハード・ソフトの両面から必

要な対策を推進します。高校、中学校に通う生徒、小学校、幼稚園、保育所等に

通う児童・幼児の通行の安全を確保するため、通学路等の歩道整備等を積極的に

推進するとともに、ハンプ【30】や狭さく【4】等の設置、路肩のカラー舗装、防護

柵・自転車道・自転車専用通行帯・自転車の通行位置を示した道路等の整備、安

全な横断待ちスペースの確保、押ボタン式信号機の整備、立体横断施設の整備、

横断歩道等の拡充や、キッズゾーン【3】設定等の対策を推進します。 

イ 通学路等における交通安全の確保 

 

（ア）高齢者や障がい者等をはじめ誰もが安全に安心して参加し活動できる社会を

実現するため、「熊本県やさしいまちづくり推進計画」及び「八代市障がい者

計画」に基づき、駅、公共施設、福祉施設、病院等の周辺を中心に、平坦性が

確保された幅の広い歩道等ユニバーサルデザイン【39】に配慮した歩道等の整

備を推進します。 

このほか、歩道の段差・傾斜・勾配の改善、音響式信号機、歩車分離式信号

等のバリアフリー対応型信号機【28】等の整備を推進します。 

あわせて、高齢者、障がい者等の通行の安全と円滑を図るとともに、高齢運

転者の増加に対応するため、信号灯器のLED化、道路標識の高輝度化等を推進

します。 

 

ウ ユニバーサルデザインの考え方による歩行空間等の整備 

九州地方整備局、県南広域本部、八代警察署 

市教育委員会、市建設部、市健康福祉部、市市民環境部 

 

の高輝度化等」という。）を行い、見やすく分かりやすい道路標識・道路標示

の整備を推進します。  

九州地方整備局、県南広域本部、八代警察署 

市建設部、市市民環境部 
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幹線道路における交通安全対策に資する道路整備事業については、交通事故対策へ

の投資効率を最大限に高めるため、事故の危険性が高い特定の区間を選定し、事故要

因に即した効果の高い対策を実施する「成果を上げるマネジメント」を推進するとと

もに、効率的な事故対策を推進します。 

また、基本的な交通の安全を確保するため、高規格幹線道路【7】から居住地域内道

路に至るネットワークによって適切に機能が分担されるよう道路の体系的整備を推進

し、他の交通機関との連携強化を図る道路整備を推進します。また、一般道路に比べ

て安全性が高い高規格幹線道路【7】の利用促進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）幹線道路における交通安全対策の推進 

 

交通安全に資する道路整備事業の実施に当たって、効果を科学的に検証しつつ、マ

ネジメントサイクルを適用することにより、効率的・効果的な実施に努め、限られた

予算で最大の効果を獲得できるよう推進します。 

ア 成果を上げるマネジメントの推進 

 

特に事故の発生割合の大きい幹線道路の区間や、潜在的な危険区間等を事故危険

箇所として指定し、公安委員会と道路管理者が連携して集中的な事故抑止対策を実

施します。 

 

イ 事故危険箇所対策の推進 

九州地方整備局、県南広域本部、市建設部 

 

（イ）横断歩道、バス停留所付近の違法駐車等の悪質性、危険性、迷惑性の高い駐車 

違反や、高齢者、障がい者等の円滑な移動を阻害する要因となっている歩道や視

覚障がい者誘導用ブロック上等の自動二輪車・放置自転車等の違法駐車車両につ

いても撤去を行うなど、関係機関と連携を図り、管理や取締りを強化します。 

九州地方整備局、県南広域本部、八代警察署 

市建設部、市健康福祉部 
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一般道路については、交通の安全と円滑化を図るため、道路の構造、交通安全

施設の整備状況、交通の実態等を勘案しつつ、速度規制や追越しのための右側部

分はみ出し通行禁止規制等について見直しを行い、その適正化を図ります。 

また、交通事故、天候不良等による交通障害が発生した場合は、臨時交通規制

を迅速かつ的確に実施するとともに、交通規制等の道路交通情報を提供するなど

して二次事故の防止を図ります。 

ウ 幹線道路における交通規制 

 

社会的に大きな影響を与える重大事故が発生した際には、速やかに事故要因を調

査し、同様の事故の再発防止を図ります。 

 

（ア）高規格幹線道路【7】から居住地域内道路に至るネットワークの体系的な整

備、歩道や自転車道等の整備を積極的に推進し、歩行者、自転車、自動車等の

異種交通の分離を図ります。 

（イ）通過交通の排除と交通の効果的な分散により、円滑で安全な道路交通環境の

整備を推進します。 

（ウ）幹線道路で囲まれた居住地域内や歩行者等の通行の多い商業地域内等におい 

ては、通過交通をできる限り幹線道路に転換させるなど、道路機能の分担化に

より生活環境を向上させるため、補助的な幹線道路、区画道路、歩行者専用道

路等の系統的な整備を行うとともに、公安委員会により実施される交通規制及

び交通管制との連携を強化し、ハンプ【30】・クランク【6】・狭さく【4】等に

よる車両速度及び通過交通の抑制等の整備を総合的に実施します。 

 

オ 適切に機能分担された道路網の整備 

エ 重大事故の再発防止 

八代警察署 

九州地方整備局、県南広域本部、八代警察署、市建設部、市市民環境部 

 

具体的には、信号機の新設・改良、歩車分離式信号の運用、道路標識の高輝度

化、歩道等の整備、交差点改良、視距【13】の改良、付加車線【31】等の整備、道路

照明・視線誘導標【14】等の設置等の対策を推進します。 

 

九州地方整備局、県南広域本部、八代警察署、市建設部 
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高速自動車国道【8】等においては、緊急に対処すべき交通安全対策を総合的に実

施する観点から、交通安全施設等の整備を計画的に進めるとともに、渋滞区間にお

ける道路の拡幅等の改築事業、適切な道路の維持管理、道路交通情報の提供等を積

極的に推進し、安全水準の維持、向上を図ります。 

 

（ア）安全で円滑な自動車交通を確保するため、事故多発区間のうち緊急に対策を 

実施すべき箇所について、雨天、夜間等の事故要因の詳細な分析を行い、これ 

に基づいた整備を重点的に実施するとともに、道路構造上往復に分離されてい 

ない非分離区間については、対向車線へのはみ出しによる重大事故を防止する 

ための整備の強化を図ります。 

また、逆走及び歩行者、自転車等の立入り事案による事故防止のための標識

や路面標示の整備を図るなど、総合的な事故防止対策を推進します。 

さらに、事故発生後の救助・救急活動を支援する緊急開口部の整備等も併せ

て実施するとともに、高速自動車国道【8】等におけるヘリコプターによる救

助・救急活動を支援します。 

（イ）過労運転やイライラ運転を防止し、安全で快適な自動車走行に資するより良

い走行環境の確保を図るため、事故や故障による停車車両の早期撤去等による

渋滞対策、休憩施設の混雑解消等を推進します。 

（ウ）道路利用者の多様なニーズに応え、道路利用者へ適切な道路交通情報等を提

供する道路交通情報通信システム(ＶＩＣＳ)【23】やＥＴＣ2.0【1】等の整備・

拡充を図ります。 

また、渋滞の解消及び利用者サービスの向上を図るために、情報通信技術

【19】を活用して即時に道路交通情報提供を行う利用者サービス向上等を推進し

ます。 

カ 高速自動車国道等における事故防止対策の推進 

西日本高速道路㈱九州支社熊本高速道路事務所 

 

（エ）住民ニーズに応じた効率的な輸送体系を確立し、道路混雑の解消等円滑な交

通流が確保された良好な交通環境を形成するため、道路交通、鉄道、海運、航

空等複数の交通機関の連携を図るマルチモーダル施策【35】を推進し、鉄道駅等

の交通結節点、港湾の交通拠点へのアクセス道路の整備等を実施します。 

 
九州地方整備局、県南広域本部、市建設部 
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交通事故を防止し、安全かつ円滑・快適な交通を確保するため、次の方針によ

り道路の改良等による交通事故対策を推進します。 

 

（ア）歩行者及び自転車利用者の安全と生活環境の改善を図るため、歩道等を設

置するための既存道路の拡幅、幹線道路の整備と併せた生活道路におけるハ

ンプ【30】や狭さく【4】の再設置等によるエリア内への通過車両の抑制対

策、自転車の通行を歩行者や車両と分離するための自転車道・自転車専用通

行帯・自転車の通行位置を示した道路の整備等の道路交通の安全に寄与する

道路の改築事業を推進します。 

（イ）交差点及びその付近における交通事故の防止と交通渋滞の解消を図るた

め、交差点のコンパクト化を推進します。 

また、進入速度の低下等による交通事故の防止や被害の軽減、信号機が不

要になることによる待ち時間の減少等の効果が見込まれる環状交差点につい

て、周辺の土地利用状況等を勘案し、適切な箇所への導入を推進します。 

（ウ）交通流の実態を踏まえ、沿道からのアクセスを考慮した副道等の整備、路

上駐停車対策等の推進を図ります。 

（エ）商業系地区等における歩行者や自転車利用者の安全で快適な通行空間を確 

保するため、これらの者の交通量や通行の状況に応じた、適切な幅の歩道、

自転車道、自転車専用通行帯等の整備を推進します。 

（オ）交通混雑が著しい箇所や鉄道駅周辺等において、人と車の交通を体系的に

分離し、歩行者空間の拡大を図るため、地区周辺の幹線道路、交通広場等の

総合的な整備を図ります。 

（カ）歴史的街並みや史跡等卓越した歴史的環境の残る地区において、地区内の

交通と観光交通、通過交通を適切に分離するため、歴史的地区への誘導路、

地区内の生活道路、歴史的みちすじ等の整備を体系的に推進します。 

 

キ 改築等による交通事故対策の推進 

九州地方整備局、県南広域本部、八代警察署、市建設部 
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交通の安全を確保する必要がある道路については、社会資本整備重点計画法（平成

15年法律第20号）に基づき定められる社会資本整備重点計画に即して、公安委員会と

道路管理者が連携して、事故実態の調査・分析を行い、次の方針により重点的、効果

的かつ効率的に交通安全施設等整備事業を推進することにより、道路交通環境を改善

し、交通事故の防止と交通の円滑化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ア) 交通実態に応じて、複数の信号機を面的・線的に連動させる集中制御化、プ

ログラム多段系統化【32】等の信号制御の改良を推進するとともに、疑似点灯防

止による視認性の向上に資する信号灯器のLED化を推進します。  

(イ) 道路の構造、交通の状況等に応じた交通の安全を確保するために、道路標識

の高輝度化等、高機能舗装、高視認性区画線の整備等を推進します。また、自

動車の位置や目的地までの距離を容易に確認できるようにするためのキロポス

ト（地点標）の整備や、見通しの悪いカーブで、対向車が接近してくることを

知らせる対向車接近システムの整備を推進します。 

 

ク 交通安全施設等の高度化 

（３）交通安全施設等の整備事業の推進 

九州地方整備局、県南広域本部、八代警察署、市建設部 

 

公安委員会では、整備後長期間が経過した信号機等の老朽化対策が課題となっ

ていることから、平成25年に「インフラ老朽化対策の推進に関する関係省庁連絡

会議」において策定された「インフラ長寿命化基本計画」等に即して、中長期的

な視点に立った老朽施設の更新、施設の長寿命化、ライフサイクルコストの削減

等を推進します。 

特に、横断歩行者優先の前提となる横断歩道の道路標識・道路標示が破損、滅

失、褪色、摩耗等の理由によりその効用が損なわれないよう効果的かつ適切な管

理を行います。 

 

ア 交通安全施設等の戦略的維持管理 

八代警察署 
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生活道路において人優先の考えの下、「ゾーン30【21】」等の車両速度の抑制、通

過交通の抑制・排除等の面的かつ総合的な交通事故対策を推進するとともに、少

子高齢社会の進展を踏まえ、歩行空間のバリアフリー【27】化及び通学路や未就学

児を中心に子供が日常的に集団で移動する経路における安全・安心な歩行区間の

確保を図ります。 

また、自転車利用環境の整備、安全上課題のある踏切の対策等による歩行者・

自転車の安全な通行空間の確保を図ります。 

 

イ 歩行者・自転車対策及び生活道路対策の推進 

 

幹線道路では交通事故が特定の区間に集中して発生していることから、事故危

険箇所等の事故の発生割合の大きい区間において重点的な交通事故対策を実施し

ます。この際、事故データを客観的に分析し、事故原因の検証に基づき、道路標

示の改良や交差点改良、信号機の改良等の対策を実施します。 

 

ウ 幹線道路対策の推進 

 

交通安全に資するため、信号機の改良等による交通の円滑化を推進します。 

 

エ 交通円滑化対策の推進 

 

交通情報の収集・分析・提供や交通状況に即応した信号制御その他道路におけ

る交通の規制を広域的かつ総合的に行うため、交通管制エリアの拡大をはじめ、

交通管制システムの充実・改良を図ります。 

具体的には、複数の信号機を面的・線的に連動させる集中制御化・プログラム

多段系統化【32】等の信号制御の改良を図るほか、最先端の情報通信技術（ＩＣ

Ｔ）【19】等を用いて、情報収集・提供環境の拡充や自動運転技術の実用化に資

する交通環境の構築等により、道路交通情報提供の充実等を推進し、安全で快適

な道路環境の実現を図ります。 

 

オ ＩＴＳ（高度道路交通システム）【9】の推進による
安全で快適な道路交通環境の実現 

九州地方整備局、県南広域本部、八代警察署 

市教育委員会、市建設部、市健康福祉部 

九州地方整備局、県南広域本部、八代警察署、市建設部 

 

九州地方整備局、県南広域本部、八代警察署、市建設部 

 

九州地方整備局、県南広域本部、八代警察署 
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地域住民や道路利用者の主体的な参加の下に、交通安全施設等の点検を行う交

通安全総点検を積極的に推進するとともに、道路利用者等が日常から抱いている

意見等については、既存の地域要望制度を活用して意見等を集約し、道路交通環

境の整備に反映します。 

カ 道路交通環境整備への住民参加の促進 

 

県警察と道路管理者が設置している「熊本県道路交通環境安全推進連絡会議」

における協議資料等を活用するとともに、八代警察署等と連携し設置している

「八代市・八代警察署連絡会議」や「交通安全運動八代地区推進会議」などを活

用し、施策の企画、評価、進行管理等に関して協議を行い、的確かつ着実に安全

な道路交通環境の実現を図ります。 

キ 連絡会議等の活用 

九州地方整備局、県南広域本部、八代警察署 

市建設部、市市民環境部 

九州地方整備局、県南広域本部、八代警察署 

市建設部、市市民環境部 

（４）高齢者等の移動手段の確保 

「八代市地域公共交通計画」【37】（令和2年10月策定）及び「八代市高齢者福

祉計画・第8期介護保険事業計画」【36】（令和3年3月策定）に基づき、公共交通サ

ービスの改善を図るとともに、地域の輸送資源の総動員による持続可能な移動手

段の確保・充実を図る取り組みを推進します。 

 
市総務企画部・市健康福祉部 
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（６）自転車利用環境の総合的整備 

 

クリーンかつエネルギー効率の高い持続可能な交通体系の実現に向けた取り

組みや、新型コロナウイルス感染症に伴う新しい生活スタイルへの転換、観光移

動手段としての自転車を利用したサイクルツーリズム【12】の動き等、自転車の

利用促進が見込まれることから、自転車の役割と位置付けを明確にしつつ、交通

状況に応じて、歩行者・自転車・自動車の適切な分離を図ることで、自転車の事

故防止対策を講じ、安全で快適な自転車利用環境を創出する必要があります。 

このことから、自転車活用推進法（平成 28 年法律第 113 号）により定められ

る自転車活用推進計画に基づき、「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライ

ン」（国土交通省、警察庁）の周知を図るとともに、自転車通行空間の整備等に

より、安全で快適な自転車利用環境の創出に関する取り組みを推進します。  

 

ア 自転車の利用環境の整備 

 

自転車等の駐車対策については、自転車等の駐車需要の多い地域及び今後駐車需

要が著しく多くなることが予想される地域を中心に、自転車駐車場等の整備を推進

します。 

イ 自転車等の駐車及び放置対策の推進 

（５）歩行者空間のユニバーサルデザイン化 

高齢者や障がい者等を含めて全ての人が安全に、安心して参加し活動できる社

会を実現するため、駅、公共施設、福祉施設、病院等を結ぶ道路において、幅の

広い歩道の整備や歩道の段差・傾斜・勾配の改善、視覚障がい者誘導用ブロック

の整備等による歩行空間の連続的・面的なユニバーサルデザイン【39】化を積極

的に推進します。また、ユニバーサルデザイン【39】化を始めとする安全・安心

な歩行空間を整備します。 

 九州地方整備局、県南広域本部、市建設部、市健康福祉部 

九州地方整備局、県南広域本部、八代警察署 

市建設部、市市民環境部 



第２節  道路交通安全についての施策 

                      １ 道路交通環境の整備        

27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路交通渋滞を緩和し、道路交通の円滑化を図ることによる交通安全の推進に資す

るため、環状道路の整備や交差点の改良等の交通容量の拡大策、交通管制の高度化等

に加えて、公共交通機関の利用促進及び自動車利用の効率化を図るなどの交通需要の

マネジメントを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）交通需要マネジメント【9】の推進 

 

「八代市地域公共交通計画」【37】（令和 2 年 10 月策定）に基づき、鉄道、

バス等の公共交通機関の確保・維持・改善を図るための施策を推進することに

より、利用を促進し、公共交通機関への転換による円滑な交通の実現を図りま

す。 

さらに、公共交通機関の利用促進のため、バス事業者などが行う公共交通機

関利用促進キャンペーンに協力し、公共交通機関利用の普及啓発を推進しま

す。 

加えて、新たなモビリティサービスであるMaaS【34】について、先行事例を参

考に、交通事業者と連携しながら、導入可能性について検討を進めていきま

す。 

 

ア 公共交通機関の利用の促進 

県南広域本部、八代警察署、市総務企画部 

 

放置自転車対策については、鉄道の駅周辺等における放置自転車等問題の解決 

を図るために、市、道路管理者、警察、鉄道事業者等が適切な協力関係を保持

し、駅前広場及び道路に放置されている自転車等の整理・撤去等の推進を図りま

す。 

特に、高齢者、障がい者等の移動等の円滑化の促進に関する法律に基づき、市

が定める重点整備地区内における生活関連経路を構成する道路においては、高齢

者、障がい者等の移動の円滑化に資するため、関係機関・団体が連携した広報啓

発活動等の違法駐車を防止する取り組み及び自転車駐車場等の整備を重点的に推

進します。 

 九州地方整備局、県南広域本部、八代警察署 

市建設部、市市民環境部 
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（８）災害に備えた道路交通環境の整備 

 

地震、豪雨、豪雪、津波等の災害が発生した場合においても安全で安心な生

活を支える道路交通の確保を図ります。 

地震発生時の応急活動を迅速かつ安全に実施できる信頼性の高い道路ネット

ワークを確保するために、緊急輸送道路上にある橋梁の耐震対策や無電柱化を

推進します。 

 豪雨・豪雪時等においても、安全・安心で信頼性の高い道路ネットワークを

確保するため、道路斜面等の防災対策や災害の恐れのある区間を回避・代替す

る道路の整備を推進します。 

津波に対しては、津波による人的被害を最小化するため、道路利用者への早

期情報提供、迅速な避難を行うための避難路の整備及び津波被害発生時におい

ても、緊急輸送道路を確保するため、津波浸水域を回避する高規格幹線道路

【7】等の整備を推進します。 

また、市内の道の駅や物産館などについても、災害時の活動拠点（物資輸送

拠点、情報発信拠点等）として活用するため、機能維持・強化を図ります。  

 

ア 災害に備えた道路の整備 

 

地震、豪雨・豪雪、津波等の災害が発生した場合においても安全で円滑な道路

交通を確保するため、交通監視カメラ、車両感知器、交通情報板等の交通安全施

設の整備をするとともに、通行止め等の交通規制を迅速かつ効果的に実施するた

めの交通規制資機材の整備を推進します。 

あわせて、災害発生時の停電による信号機の機能停止を防止する信号機電源付

加装置【20】の整備や老朽化した信号機、道路標識・道路標示等の計画的な更新

を推進します。 

また、各都道府県警察の交通管制センターから収集された警察庁の交通情報

を、広域的な交通管理に活用します。 

 

イ 災害に強い交通安全施設等の整備 

九州地方整備局、県南広域本部、市建設部、市総務企画部、

八代警察署 
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災害発生時においては、被災地域への車両の流入抑制を行うとともに、被害状

況を把握した上で、災害対策基本法（昭和 36 年法律第 223 号）の規定に基づく

通行禁止等の必要な交通規制を迅速かつ的確に実施します。 

あわせて、災害発生時における混乱を最小限に抑える観点から、交通量等が一

定の条件を満たす場合において安全かつ円滑な道路交通を確保できる環状交差点

【2】の活用を図ります。 

 

ウ 災害発生時における交通規制 

 

災害発生時において、引き続き気象情報の提供を行うとともに、道路の被災状

況や道路交通状況を迅速かつ的確に収集・分析・提供し、復旧や緊急交通路、緊

急輸送道路等の確保及び道路利用者等に対する道路交通情報の提供等に資するた

め、地震計、交通監視カメラ、車両感知器、道路交通情報提供装置、道路管理情

報システム等の整備を推進するとともに、インターネット等を活用した道路・交

通に関する災害情報等の提供を推進します。 

また、災害発生時には、警察や道路管理者が保有するプローブ【17】情報や民

間事業者等が保有するプローブ【17】情報から通行実績情報を生成し提供するこ

とで災害時における交通情報の提供を推進します。  

 

エ 災害発生時における情報提供の充実 

（９）交通安全に寄与する道路交通環境の整備 

 

（ア）道路の使用及び占用の適正化 

工作物の設置、工事等のための道路の使用及び占用の許可に当たっては、道路

の構造を保全し、安全かつ円滑な道路交通を確保するために適正な運用を行うと

ともに、許可条件の履行、占用物件等の維持管理の適正化について指導します。 

 

ア 道路の使用及び占用の適正化等 

熊本地方気象台、九州地方整備局、県南広域本部、八代警察署 

西日本高速道路㈱九州支社熊本管理事務所、市建設部、市総務企画部 

九州地方整備局、県南広域本部、八代警察署 

西日本高速道路㈱九州支社熊本管理事務所、市建設部、市総務企画部 
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（イ）不法占用物件の排除等 

道路交通に支障を与える不法占用物件等については、実態把握、強力な指導取

締りによりその排除を行い、特に市街地について重点的にその是正を実施しま

す。 

さらに、道路上から不法占用物件等を一掃するためには、沿道住民を始め道路

利用者の自覚に待つところが大きいことから、不法占用等の防止を図るための啓

発活動を沿道住民等に対して積極的に行い、「道路ふれあい月間」等を中心に道

路の愛護思想の普及を図ります。 

なお、道路工事調整等を効果的に行うため、図面を基礎として、デジタル地図

の活用の拡大を図ります。 

（ウ）道路の掘り返しの規制等 

道路の掘り返しを伴う占用工事については、無秩序な掘り返しと工事に伴う事

故・渋滞を防止するため、施工時期や施工方法を調整します。 

 

 

子供の遊び場の不足を解消し、路上遊戯等による交通事故を防止するとともに、

良好な生活環境づくり等を図るため、公園などの整備に努めます。 

イ 子供の遊び場の確保 

 

道路の構造を保全し、又は交通の危険を防止するため、道路の破損、欠壊又は

異常気象等により交通が危険であると認められる場合及び道路に関する工事のた

めやむを得ないと認められる場合には、道路法（昭和 27 年法律第 180 号）に基

づき、迅速かつ的確に通行の禁止又は制限を行います。 

また、危険物を積載する車両のトンネル等の通行の禁止又は制限及び道路との

関係において必要とされる車両の寸法、重量等の最高限度を超える車両の通行の

禁止又は制限に対する違反を防止するため、指導取締りの推進を図ります。 

 

ウ 道路法に基づく通行の禁止又は制限 

九州地方整備局、県南広域本部、八代警察署、市建設部 

県南広域本部、市建設部 

九州地方整備局、県南広域本部、八代警察署、市建設部 
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冬期の安全な道路交通を確保するため、冬期積雪・凍結路面対策として予防的・

計画的な通行規制や集中的な除雪作業、チェーン規制の実施、凍結防止剤散布の実

施、チェーン着脱場等の整備を推進します。 

さらに、安全な道路交通の確保に資するため、気象、路面状況等を収集し、道路

利用者に提供する道路情報提供装置等の整備を推進します。 

 

エ 地域に応じた安全の確保 

九州地方整備局、県南広域本部、八代警察署、市建設部 
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交通安全教育は、自他の生命尊重という理念の下に、交通社会の一員としての責任

を自覚し、交通安全のルールを守る意識と交通マナーの向上に努め、相手の立場を尊

重し、他の人々や地域の安全にも貢献できる良き社会人を育成する上で、重要な意義

を有しています。 

交通安全意識を向上させ交通マナーを身に付けるためには、人間の成長過程に合わ

せ、生涯にわたる学習を促進して市民一人ひとりが交通安全の確保を自らの課題とし

て捉えるよう意識の改革を促すことが重要です。 

また、人優先の交通安全思想の下、高齢者、子供、障がい者などに関する知識や思

いやりの心を育むとともに、交通事故被害者等の痛みを思いやり、交通事故の被害者

にも加害者にもならない意識を育てることが重要です。 

このため、交通安全教育指針等を活用し、幼児から成人に至るまで、心身の発達段

階やライフステージに応じた段階的かつ体系的な交通安全教育を行います。 

特に、高齢化が進展する中で、高齢者自身の交通安全意識の向上を図るとともに、

他の世代に対しても高齢者の特性を知り、その上で高齢者を保護し、高齢者に配慮す

る意識を高めるための啓発指導を強化します。 

また、警察、学校、関係機関・団体との連携を図りながら、市民の安全な交通行動

の実践に結び付く交通安全運動等の交通安全普及活動を推進します。 

交通安全思想の普及徹底

(1)段階的かつ体系的な

交通安全教育の推進

(2)交通安全に関する

普及啓発活動の推進

２ 交通安全思想の普及徹底 
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（１）段階的かつ体系的な交通安全教育の推進 

 

幼児に対する交通安全教育は、基本的な交通ルールを遵守し、交通マナーを実

践する態度を習得させるとともに、日常生活において安全に道路を通行するため

に必要な基本的な技能及び知識を習得させることを目標とします。 

幼稚園、保育所及び認定こども園においては、カンガルークラブ活動支援をは

じめ、家庭及び関係機関・団体等と連携・協力を図りながら、日常活動のあらゆ

る場面をとらえて交通安全教育を計画的かつ継続的に行います。これらを効果的

に実施するため、交通安全教室等において紙芝居や視聴覚教材等を利用したり、

親子で実習したりするなど、分かりやすい指導に努め、指導資料の作成、教職員

の指導力の向上及び教材・教具の整備を推進するとともに、幼児に対する通園時

や園外活動時等の安全な行動の指導、保護者を対象とした交通安全講習会等の開

催を促進します。 

 

ア 幼児に対する交通安全教育の推進 

 

小学生に対する交通安全教育は、歩行者及び自転車の利用者として必要な技能

と知識を習得させるとともに、道路及び交通の状況に応じて、安全に道路を通行

するために、道路交通における危険を予測し、これを回避して安全に通行する意

識及び能力を高めることを目標とし、交通安全教室を計画的に継続して開催しな

がら交通安全教育の啓発・促進を図っていきます。 

小学校では、家庭及び関係機関・団体等と連携を図りながら、体育、道徳、総

合的な学習の時間、特別活動など学校の教育活動全体を通じ、交通ルールの意味

及び必要性等について重点的に交通安全教育を実施します。これらを計画的に実

施し、効果的なものとするために、教育教材等を作成・配布するとともに、交通

安全教室の推進、教員等を対象とした研修会の開催を図ります。 

 

イ 小学生に対する交通安全教育の推進 

八代警察署、市教育委員会、市健康福祉部、市市民環境部 

八代警察署、市教育委員会、市市民環境部 
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中学生に対する交通安全教育は、日常生活における交通安全に必要な事柄、特

に、自転車で安全に道路を通行するために、必要な技能と知識を十分に習得させる

とともに、道路を通行する場合は、思いやりをもって、自己の安全ばかりでなく、

他の人々の安全にも配慮できるようにすることを目標とします。 

中学校においては、家庭や関係機関・団体等と連携・協力を図りながら、保健体

育、道徳、総合的な学習の時間、特別活動など学校の教育活動全体を通じて、安全

な歩行の仕方、自転車の安全な利用、自動車等の特性、危険の予測と回避、標識等

の意味、自転車事故における加害者の責任、応急手当等について重点的に交通安全

教育を実施します。 

これらを計画的に実施し、効果的なものとするために、安全な通学のための教育

教材等を作成・配布するとともに、交通安全教室を推進するほか、教員等を対象と

した心肺蘇生法の実技講習会等を実施します。 

また、関係機関・団体は、中学校において行われる交通安全教育が円滑に実施で

きるよう指導者の派遣、情報の提供等の支援を行うとともに、地域において、保護

者対象の交通安全講習会や中学生に対する補完的な交通安全教育の推進を図りま

す。 

ウ 中学生に対する交通安全教育の推進 

 

高校生に対する交通安全教育は、日常生活における交通安全に必要な事柄、特に、

二輪車の運転者及び自転車の利用者として安全に道路を通行するために、必要な技能

と知識を十分に習得させるとともに、交通社会の一員として交通ルールを遵守し自他

の生命を尊重するなど責任を持って行動することができる健全な社会人を育成するこ

とを目標とします。 

高等学校においては、保健体育、総合的な探求の時間、特別活動など学校の教育活

動を通じ、自転車の安全な利用、二輪車・自動車の特性、危険の予測と回避、運転者

の責任、応急手当等について更に理解を深めるとともに、実技指導等を含む実践的な

交通安全教育の充実を図ります。また、自動車運転免許取得前の教育として、自他の

生命を尊重する態度の育成、交通事故には責任や補償問題が生じること、加害事故を

起こさない努力が必要であるという視点を重視した交通安全教育を行います。 

関係機関・団体は、これらを計画的・効果的に実施するため、情報提供を行うな

ど、自転車の安全な利用等も含め、安全な通学のための教育教材等を作成・配布する

とともに、交通安全教室の推進、教員等を対象とした研修会などの開催を図ります。 

 

エ 高校生に対する交通安全教育の推進 

八代警察署、市教育委員会、市市民環境部 

八代警察署、県教育委員会、市市民環境部 
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成人に対する交通安全教育は、自動車等の安全運転の確保の観点から、運転者

教育を中心として行うほか、交通安全教育の充実に努めます。 

免許取得後の運転者教育は、運転者としての社会的責任の自覚、危険予測・回

避の能力の向上など交通安全意識・交通マナーの向上に努めます。 

これらは、公安委員会が行う各種講習、自動車教習所、民間の交通安全教育施

設等が受講者の特性に応じて行う運転者教育及び事業所の安全運転管理の一環と

して安全運転管理者、運行管理者等が行う交通安全教育を中心として行います。 

 

オ 成人に対する交通安全教育の推進 

 

高齢者に対する交通安全教育は、運転免許の有無等により、交通行動や危険認

識、交通ルール等の知識に差があることに留意しながら、加齢に伴う身体機能の

変化が歩行者又は運転者としての交通行動に及ぼす影響や、運転者側から見た歩

行者や自転車の危険行動を理解させるとともに、自ら納得して安全な交通行動を

実践することができるよう必要な実践的技能や交通ルール等の知識を習得させる

ことを目標とします。 

本市では、これからも継続して交通安全教室を計画的に開催し、事故防止に対

する自己啓発を図っていきます。  

 

（ア）高齢者に対する交通安全教育 

高齢者に対する交通安全教育を推進するため、高齢者に対する交通安全指導

担当者の養成、教材・教具等の開発等、指導体制の充実に努めるとともに、各

種教育機材を活用した参加・体験・実践型の交通安全教育を積極的に推進しま

す。 

本市では、高齢者の交通安全教室等を継続して開催するとともに、老人クラ

ブや交通安全母の会などを通じ、各種の催し等への参加を促しながら交通安全

教育を推進します。 

特に、交通安全教育を受ける機会のなかった高齢者を中心に、日常的に接す

る機会を利用した助言等が地域ぐるみで行われるように努め、高齢者の事故実

態に応じた具体的な指導を行い、反射材用品の普及にも努めます。 

（イ）高齢運転者に対する交通安全教育 

高齢運転者に対しては、高齢者講習の内容の充実に努めるほか、高齢者同士の

相互啓発等により交通安全意識の向上を図るため、老人クラブ等における交通安 

カ 高齢者に対する交通安全教育の推進 

 

八代警察署、市市民環境部 
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障がい者に対しては、交通安全のために必要な技能及び知識の習得のため、学校

や地域活動の場を通じて、参加・体験・実践型の交通安全教室を開催するなど障が

いの種別に応じ、きめ細かい交通安全教育を推進します。 

 

 

ク 障がい者に対する交通安全教育の推進 

 

全部会の設置を促進するなど、関係機関・団体と連携して自主的な交通安全活動

を展開し、地域、家庭における交通安全活動の主導的役割を果たせる体制づくり

の支援に努めます。 

また、高齢者が安全運転サポート車等に搭載される先進安全技術を体験できる

機会を設けるよう努めます。 

（ウ）電動車いす利用者に対する交通安全教育 

電動車いすを利用する高齢者に対しては、電動車いすの製造メーカー等で組織

される団体等と連携して、購入時等における安全利用に向けた指導・助言を徹底

するとともに、継続的な交通安全教育の促進に努めます。 

 

 

八代警察署、市市民環境部 

八代警察署、市教育委員会、市健康福祉部、市市民環境部 

 

高齢化の一層の進展に的確に対応し、高齢者が安全に、かつ、安心して外出で

きる交通社会を形成するため、高齢者自身の交通安全意識の向上はもとより、市

民全体が高齢者を見守り、高齢者に配意する意識を高めていくことや、地域の見

守り活動を通じ、地域が一体となって高齢者の安全確保に取り組むよう努めると

ともに、安全運転サポート車等の先進技術の活用による高齢者の安全確保につい

ても推進します。 

 

キ 高齢者の安全確保の推進 

八代警察署、市健康福祉部、市市民環境部 
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外国人に対し、我が国の交通ルールやマナーに関する知識の普及による交通事

故防止を目的として、在留外国人に対しては、母国との交通ルールの違いや交通

安全に対する考え方の違いを理解させるなど、効果的な交通安全教育を推進する

とともに、外国人を雇用する使用者等を通じ、外国人の講習会等への参加を促進

します。また、増加が見込まれる訪日外国人に対しても、外客誘致等に係る関係

機関・団体と連携し、他言語によるリーフレット等各種広報媒体を活用した広報

啓発活動を推進します。 

 

ケ 外国人に対する交通安全教育の推進 

 

効果的な交通安全教育を実施するため、関係機関・団体の相互の情報を共有

し、他の関係機関・団体の求めに応じて、交通安全教育に用いるシミュレータ

ー等資機材の貸与、講師の派遣及び情報の提供等、相互の連携を図るととも

に、ＰＴＡや教職員等の交通安全教育指導者の養成及び社会やライフスタイル

の変化、技術の進展を踏まえた効果的な教育手法の研究・導入に努めます。 

このほか、従前の取り組みに加え、動画を活用した学習機会の提供、ウェブ

サイトやＳＮＳ等の各種媒体の積極的活用など、対面によらない交通安全教育

や広報啓発活動についても効果的に推進します。 

 

コ その他効果的な交通安全教育の推進 

（２）交通安全に関する普及啓発活動の推進 

 

市民一人ひとりに広く交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と正

しい交通マナーの実践を習慣付けるとともに、市民自身による道路交通環境の改善

に向けた取り組みを推進するための市民運動として、交通関係機関・団体をはじ

め、地域・企業等が相互に連携して、交通安全運動を組織的・継続的に展開しま

す。 

 

ア 交通安全運動の推進 

八代警察署、市市民環境部 

県南広域本部、八代警察署、市教育委員会、市市民環境部 
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高齢者自身の交通事故防止に関する意識を高めるため、加齢に伴う身体機能の

変化が交通行動に及ぼす影響や交通事故実態等について、分かりやすい広報を積

極的に行います。また、他の年齢層に対しても、高齢者の特性を理解させるとと

もに、高齢運転者標識（高齢者マーク）を取り付けた自動車や、高齢の自転車利

用者・歩行者への保護意識を高めるよう努めます。 

さらに、一層効果的な取り組みとするため、交通事故が多発する秋から年末年

始にかけて集中的に広報を実施する等、交通事故死者の中で高い割合を占める高

齢者の事故防止を図ります。 

 

イ 高齢者の交通事故防止対策の推進 

県南広域本部、八代警察署、市市民環境部 

 

交通安全運動の実施に当たっては、時節や交通情勢を反映した事項を重点に設定

するとともに、事前に運動の趣旨、実施期間等について広く市民に周知し、市民参

加型の運動として展開します。  

さらに、期間中に実施している「交通事故死ゼロを目指す日」街頭キャンペーン

等の各種広報啓発活動を積極的に展開します。 

 
県南広域本部、八代警察署、市市民環境部 

 

横断歩行者の安全確保のため、運転者に対しては横断歩道手前での減速義務

や、横断歩道における歩行者優先義務を再認識させるため、交通安全教育等を

推進します。 

また、歩行者に対しては、横断歩道を渡ること、信号機のあるところでは、

その信号に従うといった交通ルールの周知を図ります。 

さらに、歩行者は「手をあげる」など、運転者に対して横断する意思を明確

に伝え、安全を確認してから横断を始め、横断中も周りに気をつけること等、

歩行者が自らの安全を守るための交通行動を促す交通安全教育等を推進しま

す。 

加えて、薄暮時から夜間における歩行者や対向車の早期発見による交通事故

防止対策として、前照灯の早めの点灯や上向き点灯（対向車や先行車がいない

状況におけるハイビームの活用）について広報啓発を強化します。 

 

ウ 横断歩行者の安全確保 

県南広域本部、八代警察署、市市民環境部 
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平成 27 年 4 月に施行された「熊本県自転車の安全で適正な利用の促進に関す

る条例」に基づき、県・県民が一体となり家庭、学校、職場において、それぞれ

の役割を果たしながら、自転車の安全で適正な利用を促進することとしていま

す。 

交通安全教育の面では、自転車乗用中の交通事故の防止や自転車の安全利用を

促進するため、「自転車安全利用五則【15】」を活用するなどにより、歩行者や他

の車両に配慮した通行等自転車のルールの遵守、マナー向上に関する普及啓発を

強化します。特に自転車の歩道通行時におけるルールや、スマートフォン等の操

作や画面を注視しながらの乗車、イヤホン等を使用して安全な運転に必要な音が

聞こえない状態での乗車の危険性等についての周知・徹底を図ります。 

加えて、自転車運転者講習制度を適切に運用し、利用者のルールに対する遵法

意識を醸成します。  

さらに、自転車は、歩行者と衝突した場合には、加害者となる側面も有してお

り、交通に参加する者としての十分な自覚・責任が求められることから、そうし

た意識の啓発を図るとともに、損害賠償責任保険等の加入の促進に向けた啓発・

情報提供を行います。 

自転車の安全で適正な利用を効果的に促進するため、関係機関の連携強化を図

りながら、広報啓発・指導等に集中的に取り組む機関を設定するほか、（一財）

熊本県交通安全協会が主催する「子ども自転車大会」への支援や、自転車シミュ

レーター【16】を活用した交通安全教育を促進します。 

自転車に同乗する幼児の安全を確保するため、あらゆる機会を通じて保護者に

対し、幼児二人同乗用自転車の安全性と幼児・児童の自転車用ヘルメットの着用

効果の理解促進に努めます。 

幼児・児童の保護者に対して、自転車乗用時の頭部保護の重要性とヘルメット

着用による被害軽減効果についての理解促進に努め、幼児・児童の着用の徹底を

図るほか、全ての年齢層の自転車利用者に対しても、ヘルメット着用を促進する

とともに、自転車の被視認性向上を図るため、反射材用品等の取付けを促進しま

す。 

このほか、自転車利用者が定期的に点検整備や正しい利用方法等の指導を受け

る気運を醸成するため、関係機関・団体と連携し、ＴＳマーク【22】などの制度

の普及に努めます。 

 

エ 自転車の安全利用の推進 

県南広域本部、八代警察署、市教育委員会、市市民環境部 
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シートベルトの着用効果と正しい着用方法について理解を求め、後部座席を含

めた全ての座席における、シートベルトの正しい着用の徹底を図ります。 

後部座席のシートベルト非着用時の致死率は、着用時と比較して格段に高くな

るため、県、市町村、関係機関・団体等との協力の下、シートベルトコンビンサ

ーを活用した参加・体験型の交通安全教育を推進するほか、あらゆる機会・媒体

を通じて着用徹底の啓発活動等を展開します。 

 

オ 後部座席を含めた全ての座席におけるシートベルトの正しい着用の徹底 

 

夕暮れ時や夜間における交通事故を防止するため、歩行者や自転車利用者に対

する反射材用品等の普及を図るとともに、自動車や自転車の前照灯の早め点灯や

上向き点灯（対向車や先行車がいない状況における自動車のハイビームの活用）

の励行と、こまめな切替えの促進を目的とした運動を推進します。 

このため、関係機関・団体と連携して、積極的な広報啓発や、実際に反射材を

用いた参加・体験・実践型の交通安全教育を推進します。 

 

キ 夕暮れ時と夜間の交通事故防止対策の推進 

 

チャイルドシートの使用効果及び正しい使用方法について、理解を深めるた

めの広報啓発・指導を推進し、正しい使用の徹底を図ります。特に、比較的年

齢の高い幼児の保護者に対し、その取り組みを強化します。 

不適正着用時の致死率は適正使用時と比較して格段に高くなることから、チ

ャイルドシートの使用効果及び使用方法について、着用推進シンボルマーク等

を活用しつつ、幼稚園・保育所・認定こども園、病院、販売店等と連携した保

護者に対する効果的な広報啓発・指導を推進します。 

なお、６歳以上であっても、体格等の状況により、シートベルトを適切に着

用させることができない子供には、チャイルドシートを使用させることについ

て、広報啓発に努めます。 

また、交通安全協会や民間団体等が実施している各種支援制度の活用を通じ

て、チャイルドシートを利用しやすい環境づくりを促進します。 

さらに、利用者への正しい使用の指導・助言を推進します。 

カ チャイルドシートの正しい使用の徹底 

県南広域本部、八代警察署、市市民環境部 

県南広域本部、八代警察署、市市民環境部 

県南広域本部、八代警察署、市市民環境部 
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飲酒運転の危険性や、飲酒運転による交通事故の実態を周知するための交通安

全教育、広報啓発活動を推進します。具体的には、飲酒運転根絶キャンペーンを

実施するなど、飲酒運転を許さない社会づくりを強力に推進します。また、交通

ボランティアや安全運転管理者、運行管理者、酒類製造・販売業者、酒類提供飲

食店、駐車場関係者等と連携してハンドルキーパー運動【29】の普及啓発やアル

コール検知器を活用した運行前検査の励行に努めるなど、地域、職域等における

飲酒運転根絶の取り組みを更に進め、「飲酒運転を絶対にしない、させない」と

いう市民の規範意識の確立を図ります。  

 

ク 飲酒運転根絶に向けた交通安全教育及び広報啓発活動の推進 

 

交通安全に関する広報については、関係機関と協力して、テレビ、ラジオ、新

聞、携帯端末、インターネット・街頭ビジョン等のあらゆるメディアを活用し

て、交通事故の実態や交通事故被害者等の声を取り入れた広報等、具体的で訴求

力の高い内容を重点的かつ集中的に実施し、妨害運転や飲酒運転等の悪質危険な

運転の根絶を始めとした様々な対策に関して、実効の挙がる広報を行います。  

 

ケ 効果的な広報の実施 

 

交通安全を目的とする民間団体については、交通安全指導者の養成等の事業及

び諸行事に対する援助並びに交通安全に必要な資料の提供活動を充実するなど、

その主体的な活動を促進します。 

また、春・秋の交通安全運動等を実施する際は、関係機関や民間団体等で協議

を行い、効果的な活動の展開を図ります。 

特に、民間団体・交通ボランティア等が主体となった交通安全活動を支援し、

民間団体等による自発的な交通安全対策を促進します。 

 

コ 民間交通安全団体等の主体的活動の促進 

県南広域本部、八代警察署、市市民環境部 

県南広域本部、八代警察署、市市民環境部 

県南広域本部、八代警察署、市市民環境部 
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乗用型トラクター等の事故防止を図るため、作業機を装着・けん引した状態で公

道を走行する際の灯火器等の設置、キャビン・フレームの装備、シートベルトの着

用等について周知を行います。 

 

サ 乗用型トラクター等の事故防止 

八代警察署、市市民環境部 

 

交通安全は、地域住民等の安全意識により支えられていることから、地域住

民に留まらず、当該地域を訪れ関わりを有する通勤・通学者等も含め、交通社

会の一員であるという当事者意識を持つよう意識改革を促すことが重要です。  

このため、交通安全思想の普及徹底に当たっては、行政、民間団体、企業等

と住民が連携を密にした上で、それぞれの地域における実情に即した身近な活

動を推進し、住民の参加・協働を積極的に進めます。 

春・秋の交通安全運動の際には、出発式等のイベントを開催し、交通安全の

広報・啓発を推進します。 

また、交通指導員会、老人クラブ、交通安全母の会、カンガルークラブへの

研修会の開催により、地域の交通事故防止推進のためのリーダーを育成するな

ど、住民の参加・協働を進めます。 

 

ス 地域における交通安全活動への参加・協働の推進 

八代警察署、市市民環境部 

 

衝突被害軽減ブレーキや自動運転等の先進技術について、ユーザーが過信する

ことなく使用してもらえるような情報を始め、自動車アセスメント情報や、安全

装置の有効性、安全運転の推進と無謀運転の抑制につながるドライブレコーダー

の普及啓発、自動車の正しい使い方、点検整備の方法、交通事故の概況等にかか

る情報を総合的な安全情報として取りまとめ、自動車ユーザー、自動車運送事業

者等の情報の受け手に応じ適時適切に届けることにより、関係者の交通安全に関

する意識を高めます。 

 

シ 衝突被害軽減ブレーキ等の先進技術に関する情報の提供・発信 

八代警察署、市市民環境部 
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安全運転を確保するためには、運転者の能力や資質の向上を図ることが必要であるた

め、運転者教育等の充実に努めます。特に、今後も増加することが予想される高齢運転

者に対する教育等の充実を図ります。 

また、運転者に対して安全運転管理者による指導、その他広報啓発等により、横断

歩道においては、歩行者が優先であることを含め、高齢者や障がい者、子供をはじめ

とする歩行者や自転車に対する保護意識の高揚を図ります。 

さらに、今後の自動車運送事業の変化を見据え、企業・事業所等が交通安全に果たす

べき役割と責任を重視し、企業・事業所等の自主的な安全運転管理対策の推進及び自動

車運送事業者の安全対策の充実を図るとともに、交通労働災害の防止等を図るための取

り組みを進めます。 

加えて、道路交通の安全に影響を及ぼす自然現象等に関する適時適切な情報提供を

実施するため、ＩＣＴ【19】等を活用しつつ道路交通に関連する総合的な情報提供の充

実を図ります。 

 

安全運転の確保

(1)運転者教育等の充実

(2)安全運転管理の推進

３ 安全運転の確保 
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安全運転に必要な知識と技能を身に付け、それを継続して実践していくことが無事

故への大切な第一歩です。 

関係機関は、運転者への単なる知識や技能を教育・啓発する場にとどまることな

く、個々の心理的・性格的な適性を踏まえた講習などを行うことより、安全意識の向

上と定着化に向けた事業内容の充実に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）運転者教育等の充実 

 

（ア）改正道路交通法の円滑な施行 

75 歳以上で一定の違反がある高齢運転者に対する運転技能検査制度の導入及

び申請により対象車両を安全運転サポート車に限定するなどの限定条件付免許制

度の導入等を内容とする道路交通法の一部を改正する法律（令和 2 年法律第 42

号）が令和 4 年 6 月までに施行されることとされていることから、関係機関・団

体と連携して改正法の周知及び適正かつ円滑な施行準備と、施行後の適切な制度

運用を推進します。 

（イ）高齢運転者標識（高齢者マーク）の活用 

高齢運転者の安全意識を高めるため、高齢者マークの積極的な使用の促進を図

ります。 

（ウ）高齢者支援施策の推進 

自動車等の運転に不安を有する高齢者等が、運転免許証を返納しやすい環境の

整備を図るため、関係機関が連携し、運転免許証返納制度・運転経歴証明書制度

の周知、運転免許証を自主返納した者に対する支援を図ります。 

 

ア 高齢運転者対策の充実 

 

後部座席を含めた全ての座席のシートベルトの着用とチャイルドシートの正し

い使用及び二輪車乗車時におけるヘルメットの正しい着用を図るため、関係機

関・団体と連携し、各種講習・交通安全運動等あらゆる機会を通じて、着用効果

の啓発等着用推進キャンペーンを積極的に行うとともに、シートベルト、チャイ

ルドシート及びヘルメット着用義務違反に対する街頭での交通指導取締りの充実

を図ります。 

イ シートベルト、チャイルドシート及びヘルメットの正しい着用の徹底 

県南広域本部、八代警察署、市市民環境部 

八代警察署、市市民環境部 
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行政処分制度の適正かつ迅速な運用により長期未執行者の解消に努めるほか、自

動車等の安全な運転に支障を及ぼすおそれがある病気等にかかっていると疑われ

る者等に対する臨時適性検査【40】等の迅速・的確な実施に努めるなど、危険な運転

者の早期排除を図ります。 

ウ 危険な運転者の早期排除 

（２）安全運転管理の推進 

安全運転管理者及び副安全運転管理者に対する講習の見直し等により、これら

の者の資質及び安全意識の向上を図るとともに、事業所内で交通安全教育指針に

基づいた交通安全教育が適切に行われるよう安全運転管理者等を指導します。 

また、安全運転管理者等による若年運転者対策及び貨物自動車の安全対策の一

層の充実を図るとともに、安全運転管理者等の未選任事業所の一掃を図り、企業

内の安全運転管理体制を充実強化し、安全運転管理業務の徹底を図ります。 

さらに、事業活動に関してなされた道路交通法違反等についての使用者等への

通報制度を十分活用するとともに、使用者、安全運転管理者等による下命、容認

違反等については、使用者等の責任追及を徹底し適正な運転管理を図ります。 

事業活動に伴う交通事故防止を更に促進するため、映像記録型ドライブレコー

ダー【25】、デジタル式運行記録計等（以下「ドライブレコーダー等」という。）の

安全運転の確保に資する車載機器の普及促進に努めるとともに、ドライブレコー

ダー【25】等によって得られた事故等の情報の交通安全教育や、安全運転管理への

活用方法について周知を図ります。 

 

八代警察署 

八代警察署 
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車両の安全性の確保

(1)自動運転車の安全対策・活用の推進

(2)自転車の安全性の確保

４ 車両の安全性の確保 

（１）自動運転車の安全対策・活用の推進 

 

交通事故は、運転者の不注意に起因しているため、先進安全技術の活用に加え、

自動運転の実用化は、交通安全の飛躍的向上に資する可能性があると考えられて

います。そのため自動運転車の活用促進が期待されているところですが、一方で

自動運転技術は開発途上の技術でもあることから、今後、様々な安全対策が必要

となってきます。その一つとして、自動運転機能が作動する走行環境条件への理

解など、自動運転車について、ユーザーが過信・誤解することなく、使用してもら

えるような広報啓発の推進を図ります。 

 
八代警察署、市市民環境部 

ア 自動運転に関する広報啓発の推進 
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（２）自転車の安全性の確保 

自転車利用者が、定期的に点検整備や、正しい利用方法等の指導を受ける機運を

醸成するとともに、近年、自転車が加害者となる事故に関し、高額な賠償額となる

ケースもあり、こうした賠償責任を負った際の支払いの原資を担保し、被害者の救

済の十全を図るため、関係事業者の協力を得つつ、損害賠償責任保険等への加入を

促進します。 

また、薄暮の時間帯から夜間における自転車事故を防止するため、灯火点灯の徹

底と反射材用品等の取付けの促進により、自転車の被視認性の向上を図ります。 

 
八代警察署、市教育委員会、市市民環境部 
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交通事故による負傷者の救命を図り、また、被害を最小限にとどめるため、高速自

動車国道【8】を含めた道路上の交通事故に即応できるよう、救急医療機関、消防機関

等の救急関係機関相互の緊密な連携・協力関係を確保しつつ、救助・救急体制及び救

急医療体制の整備を図ります。 

特に、負傷者の救命率・救命効果の一層の向上を図る観点から、救急現場又は搬送

途上において、医師、看護師、救急救命士、救急隊員等による一刻も早い救急医療、

応急処置等を実施するための体制整備を図るほか、事故現場からの緊急通報体制の整

備や、バイスタンダー【26】（現場に居合わせた人）による、応急手当の普及等を推進

します。 

 

  

救助・救急活動の充実

(1)救助・救急体制の整備

(2)救急関係機関の協力関係の確保等

５ 救助・救急活動の充実 
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（１）救助・救急体制の整備 

 

交通事故の種類・内容の複雑多様化に対し、円滑な救助活動を実施するため、救

助体制の整備・拡充を図ります。 

 

ア 救助体制の整備・拡充 

 

大規模道路交通事故等の多数の負傷者が発生する大事故に対応するため、連絡体

制の整備、救護訓練の実施及び消防機関と医療機関等の連携による救助・救急体制の

充実を図ります。 

 

イ 多数傷者発生時における救助・救急体制の充実 

 

現場におけるバイスタンダー【26】による応急手当の実施により、救命効果の向

上が期待できることから、自動体外式除細動器（ＡＥＤ）【18】の使用も含めた応

急手当について、消防機関等が行う講習会等、普及啓発活動を推進します。 

また、救急の日、救急医療週間等の機会を通じて広報啓発活動を積極的に推進

します。 

加えて、学校においては、教職員対象の心肺蘇生法（ＡＥＤの取り扱いを含む

む）の実習及び各種講習会の開催により指導力・実践力の向上を図るとともに、

中学校、高等学校の保健体育において止血法や包帯法、心肺蘇生法などの応急手

当（ＡＥＤを含む）について指導の充実を図ります。 

 

ウ 自動体外式除細動器（ＡＥＤ）【18】の使用も含めた心肺蘇生法等の応急手

当の普及啓発活動の推進 

八代広域行政事務組合、市総務企画部、市市民環境部 

八代広域行政事務組合、市総務企画部、市市民環境部 

八代広域行政事務組合、市教育委員会、市市民環境部 
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プレホスピタルケア（救急現場及び搬送途上における応急処置）の充実のため、

消防機関において救急救命士を計画的に配置できるようその養成を図り、救急救命

士が行える救急救命処置を円滑に実施するための講習及び実習の実施を推進しま

す。 

また、医師の指示又は指導・助言の下に救急救命士を含めた救急隊員による応急

処置等の質を確保するメディカルコントロール体制の充実を図ります。 

 

エ 救急救命士の養成・配置等の促進 

 

救助工作車や交通救助活動に必要な救助資機材を充実させるとともに、救急救命

士等がより高度な救急救命処置を行うことができるよう、高規格救急自動車、高度

救命処置用資機材等の整備を推進します。 

 

オ 救助・救急資機材の装備の充実 

 

ヘリコプターの機動性を活かし、防災消防ヘリとドクターヘリ【24】との相互補完

体制により、負傷者の救急搬送及び医師の迅速な現場投入に積極的に取り組みま

す。 

 

カ ヘリコプターによる救助・救急業務の推進 

 

複雑多様化する救助・救急事象に対応すべく、救助隊員及び救急隊員の知識・技

術等の向上を図るため、教育訓練の充実を推進します。 

 

キ 救助隊員及び救急隊員の教育訓練の充実 

八代広域行政事務組合 

八代広域行政事務組合 

県南広域本部、八代広域行政事務組合 

八代広域行政事務組合 
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高速自動車国道【8】における救急業務については、高速道路株式会社及び関係

機関は緊密な連携を図り、救急業務実施体制の整備促進及び救急業務に係る教育

訓練等の実施を推進し、相協力して適切かつ効率的な人命救護を行います。 

さらに、高速道路株式会社及び関係自治体は、救急業務に必要な施設等の整

備、従業者に対する教育訓練の実施等を推進します。 

 

ク 高速自動車国道等における救急業務体制の整備 

 

交通事故等緊急事態発生時における負傷者の早期かつ的確な救出及び事故処理の

迅速化のため、人工衛星を利用して位置を測定するＧＰＳ技術を活用し、自動車乗

車中の事故発生時に車載装置・携帯電話を通じて、その発生場所の位置情報を警察

等に通報することなどにより、緊急車両の迅速な現場急行を可能にする緊急通報シ

ステム（ＨＥＬＰ）【5】の円滑な運用を図ります 

ケ 緊急通報システムの運用  

（２）救急関係機関の協力関係の確保等 

救急医療施設への迅速かつ円滑な収容を確保するため、救急医療機関、消防機

関等の関係機関における緊密な連携・協力関係の確保を推進するとともに、救急

医療機関内の受入れ・連絡体制の明確化等を図ります。 

また、医師の判断を直接救急現場に届けられるようにするため、救急自動車に

設置した自動車電話又は携帯電話により医師と直接交信するシステム（ホットラ

イン）等を活用するなど、医療機関と消防機関が相互に連携を取りながら、効果

的な救急体制の整備を促進します。 

さらに、特に多くの被害者の生じる大規模な交通事故が発生した場合に備え、

災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）【11】の活用を推進します。 

 

県南広域本部、八代広域行政事務組合 

西日本高速道路㈱九州支社熊本高速道路事務所 

八代警察署 

県南広域本部、八代広域行政事務組合、市総務企画部 
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交通事故被害者等は、交通事故により多大な肉体的、精神的及び経済的打撃を受け

たり、又はかけがえのない生命を絶たれたりするなど、深い悲しみやつらい体験をさ

れており、このような交通事故被害者等を支援することは極めて重要であることか

ら、犯罪被害者等基本法（平成16年法律第161号）の下、交通事故被害者等のための施

策を総合的かつ計画的に推進します。 

また、近年、自転車が加害者になる事故に関し、高額な賠償となるケースもあり、

こうした賠償責任を負った際の支払い原資を担保し、被害者の救済の十全を図るた

め、関係事業者の協力を得つつ、損害賠償責任保険等への加入を促進します。 

さらに、交通事故被害者等は、精神的にも大きな打撃を受けている上、交通事故に

係る知識、情報が乏しいことが少なくないことから、交通事故に関する相談を受けら

れる機会を充実させ、被害者支援を積極的に推進します。    

本市では、引き続き自転車利用者の損害賠償責任保険等加入義務化の周知徹底及び

加入促進や、市民相談に関する相談窓口の充実を図り、関係機関と連携した被害者等

支援を推進し、安心の確保に努めます。また、当事者を含め、被害にあった周辺関係

者の不安を解消し、支援するための施策を総合的かつ計画的に推進します。 

被害者支援の充実と推進

(1)損害賠償の請求についての援助等

(2)交通事故被害者等支援の充実強化

(3)自転車利用者の損害賠償責任保険等
加入義務化の周知徹底及び加入促進

６ 被害者支援の充実と推進 



第２節  道路交通安全についての施策 

                      ６ 被害者支援の充実と推進        

53 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市、県が設置する相談窓口において、円滑で適正な相談活動を推進するため、日弁

連交通事故相談センターなど関係機関や団体との連携協力に努めます。 

また、市報やホームページなどによる情報提供をしながら、相談機会を周知してい

きます。 

 

ア 交通事故相談活動の充実 

県南広域本部、市市民環境部 

 

警察においては、交通事故被害者に対する適正かつ迅速な救助の一助とするため、

救済制度の教示や交通事故相談活動を推進します。 

イ 損害賠償請求の援助活動等の強化 

八代警察署 

 

独立行政法人自動車事故対策機構による交通遺児等に対する生活資金貸付け、自動

車事故によって重度の後遺障害を負った被害者に対する介護料の支給、介護料受給者

への戸別訪問の充実・強化に対する協力を行います。 

また、熊本県交通安全推進連盟が行う交通遺児対策事業を広く住民に周知するとと

もに、交通遺児に対する激励支援等の継続的な推進に努めます。 

 

ア 自動車事故被害者等に対する援助措置の充実 

九州運輸局熊本運輸支局、県南広域本部、市市民環境部 

（１）損害賠償の請求についての援助等 

（２）交通事故被害者等支援の充実強化 
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交通事故被害者等に対して交通事故の概要、捜査経過等の情報を提供するととも

に、刑事手続の流れ等をまとめた手引き、「交通事故にあわれた方へ」を活用します。    

特に、ひき逃げ事件、交通死亡事故等の重大な交通事故事件の被害者等については、

被疑者の検挙、送致状況等を連絡する被害者連絡制度の充実を図ります。 

また、死亡事故等の被害者等からの加害者の行政処分に係る意見聴取等の期日や行

政処分結果についての問合せに応じ、適切な情報の提供を図ります。 

さらに、県警察本部交通指導課に設置されている被害者連絡調整官等が、各警察署

で実施する被害者連絡について指導を行うほか、自ら被害者連絡を実施するなどして

組織的な対応を図るとともに、職員に対し交通事故被害者等の心情に配意した対応に

ついて徹底を図ります。 

 

八代警察署・市市民環境部 

イ 交通事故被害者等の心情に配慮した対策の推進 

近年、自転車と歩行者との事故等自転車の利用者が加害者となる事故が増加傾向

にあることから、令和 3年 10 月に改正される「熊本県自転車の安全で適正な利用の

促進に関する条例」に基づき、自転車利用者等に対して自転車事故による被害者の

救済に資する損害賠償責任保険等加入義務化に対する周知徹底及び加入促進を図り

ます。 

本市は、引き続き小・中学校の児童・生徒へ自転車点検・ＴＳマーク【22】付帯保

険加入の普及・推進を図り、交通安全教室などを通じ、加害者と被害者の立場から

安全思想の一環として、自転車事故も自動車と同様の責任が生じることや、過去の

賠償額の実態等について周知するなど、市民の理解向上に努めます。 

（３）自転車利用者の損害賠償責任保険等加入義務化の周知徹底及び加入促進 

県南広域本部、八代警察署、市教育委員会、市市民環境部 
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２ 八代市交通安全計画における目標 

踏切道における交通の安全と円滑化を図るための措置

を総合的に推進し、踏切事故発生ゼロを目指します。 

３ 踏切道における交通の安全についての対策 

 

１ 踏切事故のない社会を目指して 

改良すべき踏切道については，事故防止対策を推進

することにより，踏切事故のない社会を目指します。 

＜視点＞ 

  それぞれの状況を勘案した効果的対策の推進 

＜２つの柱＞ 

① 踏切保安設備の整備及び交通規制の実施 

② その他踏切道の交通の安全と円滑化を図るための措置 
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本市の第 10 次交通安全計画期間中（平成 28 年～令和 2年）において、踏切事故（鉄

道の運転事故のうち、踏切障害及びこれに起因する列車事故をいう。）は、平成 29 年に

1 件発生しました。 

本市は、引き続き、踏切事故防止対策を総合的に推進することにより踏切事故のない

社会を目指します。 

 

 

 

 

 

１ 踏切事故の状況 

全国の踏切事故（鉄道の運転事故のうち、踏切障害及びこれに起因する列車事故

をいう。）は、長期的には減少傾向にあり、令和 2 年の発生件数は 173 件、死傷者数

は 124 人となっています。 

本県においては、令和 2年の発生件数は１件、死傷者数は 0 人となっています。 

踏切事故は長期的には減少しており、これは踏切道の改良等の安全対策の積極的

な推進によるところが大きいと考えられます。しかし、改良するべき踏切道がなお

残されている現状にあります。 

本市管内の踏切事故は、平成 29 年に 1 件発生し、死者数は 0 人でした。 

本市管内の踏切については、住民とＪＲ、肥薩おれんじ鉄道株式会社及び行政各

機関が連携し、安全確保を図ってきました。全国及び県内において、長期的に踏切

事故が減少している要因は、踏切道の改良等の安全対策の積極的な推進によるとこ

ろが大きいと考えられますが、依然として踏切事故は鉄道の運転事故の大部分を占

めている状況にあることから、未だ改良するべき踏切道が残されている現状にある

と言えます。 

 

２ 近年の踏切事故の特徴 

近年の踏切事故の全国的な特徴としては、①踏切道の種類別にみると、発生件数で

は、第 1種踏切道（自動車遮断機が設置されている踏切道）が最も多いが、踏切道 100

箇所あたりの発生件数でみると、第 1 種踏切道が最も少なくなっている、②衝撃物別

では、自動車と衝撃したものが約 4 割、歩行者と衝撃したものが約 5 割を占めてい

る、③原因別で見ると、直前横断によるものが約 5 割を占めている、④踏切事故で

は、高齢者が関係するものが多く、65 歳以上で約 4 割を占めている、ことなどが挙げ

られます。 

県内の令和 2 年中の踏切事故 1 件は、第 1 種踏切道において発生しています。 

第１章 踏切事故のない社会を目指して 

第１節 踏切事故の状況等 
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◆ 踏切道における交通の安全と円滑化を図るための措置を総

合的かつ積極的に推進し、踏切事故発生ゼロを目指します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

踏切道における交通安全対策については、平成 29 年に踏切事故 1 件の発生がありま

したが、死者がなかったことを考えると、第 10 次八代市交通安全計画に基づき推進し

てきた施策には一定の効果が認められます。 

しかし、踏切事故は、一たび発生すると多数の死傷者を生ずるなど、重大で悲惨な結

果をもたらすものです。構造の改良、歩行者等立体横断施設の整備、踏切保安設備の整

備、交通規制等の対策を実施すべき踏切道がなお残されている現状にあると言えます。 

これらの安全対策が、同時に渋滞の軽減による交通の円滑化や、環境保全にも寄与す

ることを考慮し、踏切の状況が改善するよう、効果的な対策を総合的に推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２節 八代市交通安全計画における目標 

第２章 踏切道における交通の安全についての対策 

第１節 今後の踏切道における交通

安全対策を考える視点 
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１ 踏切保安設備の整備及び交通規制の実施 

 

２ その他踏切道の交通の安全と円滑化を図るための措置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２節 踏切道における交通の安全

についての施策 
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1 踏切保安設備の整備及び交通規制の実施 

事故は、踏切遮断機の整備されていない踏切道において発生していることか

ら、踏切道の利用状況、踏切道の幅員、交通規制の実施状況等を勘案し、着実に

踏切遮断機の整備を行います。 

また、自動車交通量の多い踏切道については、道路交通の状況、事故の発生状

況等を勘案して必要に応じ、障害物検知装置等、より事故防止効果の高い踏切保

安設備の整備を進めます。 

道路の交通量、踏切道の幅員、踏切保安設備の整備状況、迂回路の状況等を勘

案し、必要に応じ、自動車通行止め、大型自動車通行止め、一方通行等の交通規

制を実施するとともに、併せて道路標識の高輝度化等による視認性の向上を図り

ます。 

 

踏切道における交通の安全と円滑化を図るため、必要に応じて、踏切道予告標、

踏切信号機、の設置や踏切保安設備等の高度化を図るための研究開発等を進める

とともに、車両等の踏切通行時の違反行為に対する交通指導取締りを適切に行い

ます。  

また、自動車運転者や歩行者等の踏切道通行者に対し、交通安全意識の向上及

び、踏切支障時における非常ボタンの操作等の緊急措置の周知徹底を図るため、

広報活動等を推進します。さらに、学校、自動車教習所等において、踏切の通過

方法等の教育を引き続き推進します。  

また、ＩＣＴ【19】技術の発展やライフスタイルの変化等、社会を取り巻く環境

の変化を見据え、更なる踏切道の安全性向上を目指し対策を検討します。  

さらに、平常時の交通の安全及び円滑化等の対策に加え、災害時においても、

踏切道の長時間遮断による救急・救命活動や緊急物資輸送の支障の発生等の課題

に対応するため、関係者間で遮断時間に関する情報共有を図るとともに、遮断の

解消や、迂回に向けた災害時の管理方法を定める取り組みを推進します。 

 

２ その他踏切道の交通の安全と円滑化を図るための措置  

八代警察署、九州旅客鉄道㈱熊本支社、肥薩おれんじ鉄道㈱ 

八代警察署、九州旅客鉄道㈱熊本支社、肥薩おれんじ鉄道㈱ 
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用 語 集 

 

索引 
名  称 

意  味 
（脚注番号） 

あ行 ＥＴＣ2.0  従来の通行料金支払いに加え、全国の高速道路上に設置さ

れた通信スポットと走行車両が双方向で情報通信を行うシステ

ム。カーナビゲーションシステムと連携し、渋滞回避支援や安全

運転支援など様々な情報を受信することが可能。  【1】 

か行 

 

 

環状交差点 車両の通行する部分が円形状になった交差点。信号はなく、

道路標識等によって車両が右回りに通行することが指定されて

いる。 【2】 

キッズゾーン 保育所等が行う散歩等の園外活動の安全を確保するため

に、車両の運転者に対して注意を喚起することを目的として設

定する道路の区域。 【3】 

狭さく  自動車の通行部分の幅を物理的に狭くする、あるいは視覚

的にそのように見せることにより運転者に対し減速を促す道路

構造。 【4】 

緊急通報システム 

（ＨＥＬＰ） 

運転中の事故、車両トラブル、急病等の緊急事態発生時に

迅速かつ正確に救援機関へ通報を行うとともに、車載機の持つ

正確な位置表示機能等により、緊急車両の迅速な救援活動を

支援するシステム。 【5】 

クランク 直角もしくはそれに近いカーブの連続する車道。  

【6】 

高規格幹線道路  自動車の高速交通の確保を図るため必要な道路で、全国的

な自動車交通網を構成する自動車専用道路であり高速自動車

国道、国土交通大臣指定に基づく高規格幹線道路（一般国道

の自動車専用道路）で構成されている。  【7】 

高速自動車国道 全国的な自動車交通網の枢要部分を構成し、かつ、政治・経

済・文化上特に重要な地域を連絡する道路その他国の利害に

特に重大な関係を有する道路。 【8】 

交通需要マネジメント  都市または地域レベルの道路交通混雑を緩和するため、道

路利用者の時間の変更、経路の変更、手段の変更、自動車の

効率的利用、発生源の調整等により、交通需要量を調整（＝交

通行動の調整）する手法。Tranceportation Demand 

Managementの頭文字を取り「ＴＤＭ」とも言う。  【9】 

高度道路交通システ

ム（ＩＴＳ）  

最先端の情報通信技術等を用いて人と道路と車両とを情報

でネットワークすることにより、交通事故、渋滞などといった道路

交通問題の解決を目的とした新しい交通システム。  【10】 

さ行 災害派遣医療チーム

（ＤＭＡＴ）  

大地震及び航空機・列車事故といった大規模災害時の急性

期に被災地に迅速に駆けつけ、救急治療を行う専門的な訓練

を受けた医療チーム。  【11】 

サイクルツーリズム 自転車で楽しむ体験型・交流型旅行の促進や、市民参加型

サイクリングイベントなどの開催を通じた観光地域づくりを推進

し、自転車を活用した地域の活性化を目指すもの。 
【12】 

視距 自動車の交通の安全性・円滑性を確保する観点から、必要と

される設計速度に応じ、進行方向の前方に障害物等を認め、衝

突しないように制動をかけて停止することができる道路の延長。 【13】 
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さ行 視線誘導標 道路の側面に設置して、路側の表示をするもの（デリネータ

ー）。 【14】 

 自転車安全利用五則  1．自転車は、車道が原則、歩道は例外 2．車道は左側を通

行 3．歩道は歩行者優先で、車道よりを徐行 4．安全ルールを

守る（〇飲酒運転・二人乗り・併進の禁止 〇夜間はライトを点

灯 〇交差点での信号遵守と一時停止・安全確認） 5．子ども

はヘルメットを着用  
 【15】 

 自転車シミュレーター  実際の交通状況を想定しながら危険を安全に体験できる安

全運転教育機器。  
 【16】 

 自動車走行履歴（プ

ローブ）情報  

実際に自動車が走行した位置や車速などの情報を用いて生

成された道路交通情報。車速から生成される渋滞・混雑情報以

外に、ワイパーから天候情報、ブレーキから燃費情報とさまざま

な情報生成が期待されている。  
 【17】 

 自動体外式除細動器

（ＡＥＤ）  

心臓に電気ショックを与えて、正常な状態に戻す医療機器。  

 【18】 

 情報通信技術（ＩＣＴ）  情報技術（IT）と同義語。ＩＴに通信コミュニケーションを加味し

たもの。   【19】 

 信号機電源付加装置  災害発生時の停電に起因する信号機の機能停止による道路

交通の混乱を防止するため、予備電源として信号機に備え付け

るもの。   【20】 

 ゾーン３０  生活道路における歩行者等の安全な通行を確保することを

目的として、区域（ゾーン）を定めて最高速度30キロメートル毎

時の速度規制を実施するとともに、その他の安全対策を必要に

応じて組み合わせ、ゾーン内における速度抑制や、ゾーン内を

抜け道として通行する行為の抑制等を図る生活道路対策。   【21】 

た行 ＴＳマーク 自転車安全整備店の自転車安全整備士が点検整備し、道路

交通法に規定する普通自転車であることを確認して貼付するマ

ーク。損害保険及び賠償責任保険が附帯されている。 【22】 

道路交通情報通信シ

ステム （ＶＩＣＳ）  

カーナビゲーション等に渋滞等の交通情報を提供し、交通流

の分散化、旅行時間の短縮等運転者の利便性の向上を図るシ

ステム。  
【23】 

ドクターヘリ  救急医療に必要な機器及び医薬品を装備したヘリコプターで

あって、救急医療の専門医及び看護師等が搭乗する救急医療

専用のヘリコプター。主に救急現場に出動する役割を担い、救

急医及び看護師を速やかに現場に派遣することで、迅速に初期

治療を行っている。  【24】 

ドライブレコーダー  車両に大きな衝撃が加わった前後十数秒の時刻、位置、前

方映像、加速度、ウィンカー操作、ブレーキ操作等を記録する車

載カメラ装置。運転しているすべての時間の映像を記録するの

ではなく、荒い運転をしてしまい「ヒヤッ」「ハッ」とするようないわ

ゆる「ヒヤリハット」を経験した場面や事故が発生した前後十数

秒の前方の映像を記録することができる。  【25】 
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は行 

 

バイスタンダー 事故や災害の現場に居合わせた第三者のこと。  

【26】 

バリアフリー  身体障がい者や高齢者が生活を営むうえで支障がないよう

に、商品を作ったり建物を設計したりすること。また、そのよう

に作られたもの。  
 【27】 

 バリアフリー対応型信

号機  

高齢者や視覚障がい者が、安全に安心して横断歩道を渡

れるようにする信号機。 高齢者に対しては、安全に横断歩道

を渡り終えるのに十分な時間を確保するため、青信号を通常

より長くしている。視覚障がい者に対しては、青時間を音で知

らせたり、携帯する発信器から障がい者を感知して歩行者用

信号灯器を「青」に変えている。  
 【28】 

 ハンドルキーパー運

動  

自動車で飲食店に行って飲酒する場合、仲間同士や飲食

店等の協力を得て飲まない人を決め、その人が、仲間を安全

に自宅まで送り、飲酒運転事故を防止するための運動。   【29】 

 ハンプ 道路の一部を隆起させ、通過する車両に上下の振動を及ぼ

すことで運転者に減速を促す構造物の総称。スピードバンプ

やスピードクッションとも称される。  【30】 

 付加車線 登坂車線等の本線車道以外の道路。 

 【31】 

 プログラム多段系統

化  

対象区間の信号制御パターンを曜日や時間帯に応じて自

動的に変化させ、交通の流れを円滑にすることにより、交通渋

滞の解消等を図る。   【32】 

 踏切障害事故  踏切道において、列車が道路を通行する人又は車両等と衝

突、接触した事故。   【33】 

ま行 MaaS 地域住民や旅行者一人ひとりのトリップ単位での移動ニー

ズに対応して、複数の公共交通や移動サービスを最適に組み

合わせて検索・予約・決済等を一括で行うサービス。 【34】 

マルチモーダル施策  良好な道路環境を作るために、航空、海運、水運、鉄道など

複数の交通機関と連携し、市街地への車の集中を緩和する総

合的な交通の施策。  【35】 

や行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八代市高齢者福祉計

画・第8期介護保険事

業計画 

高齢者の尊厳の保持と自立した生活を支援することを目的

に、地域の支えあいにより安心して暮らせる街を目指した取り

組みを推進するとして、その基本理念を「人として尊重され、地

域の支えあいにより安心して暮らせるまちを目指す」計画。 
【36】 

八代市地域公共交通

計画 

この計画は、八代市の地域公共交通の現状・問題点、課題

の整理を踏まえて、公共交通ネットワーク全体を一体的に形

づくり、持続させることを目的に、地域全体の公共交通の在り

方、住民・交通事業者・行政の役割を定めるもの。 【37】 

八代市通学路交通安

全プログラム 

八代市教育委員会が事務局となり、市内各小・中学校に

「通学路調査及び通学路等危険箇所調査」を行い、交通管理

者・道路管理者・交通安全関係の市関係課が連携し、通学路

の安全点検と安全対策を実施するもの。 【38】 
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 ユニバーサルデザイ

ン 

年齢、性別、障害の有無などに関わらず、できるだけ多くの

人が利用できることを目指した設計・デザイン。 

【39】 

ら行 臨時適性検査 認知機能検査を受験して「記憶力・判断力が低くなってい

る」と判定された75歳以上の高齢運転者が免許証の更新を申

請した場合、その者が、更新期間満了日の１年前から更新申

請の前日までに規定の違反行為をしていた時には、認知症を

診断するための医師による臨時適性検査を実施するもの。  【40】 
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